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5 本報告書の関1運遺物・図面類は県文化課に保管してある。
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い
」めじは

木遺跡は笛吹川土地改良事業管水路線発表後に実施した分布調査の際に確認されたもので ,

その後の協議によって工事前の発掘調査が実施された。 調査は昭和51年 10月 12日 から同年■月

25日 まで行なわれた。

◎事 務 経 過

51年 7月 27日  関東農政局事業所長から文化庁長官あて文化財保護法57条の2による埋蔵文化
財発掘届を提出。

51年 9月 1日  農林省関東農政局事業所長より, 県教委に配水管埋没工事に伴 う遺跡調査を依

頼。

51年 9月 10日  同依頼の回答を提出。
51年 10月 4日  関東農政局事業所長と県教育長との間に委託契約が結ばれる。
51年 10月 12日 から■月25日  安道寺遺跡の発掘調査を実施。
52年 10月 15日  関東農政局事業所長と県教育長との間に報告書に関する委託契約が結ばれる。

2 安道寺遺跡の位置とその地理的環境

本州中部山岳地帯の南東部に位置する山梨県は四方山地に囲まれ, 海を持たない県のとつで

ある。地形上,北部から東部にかけては関東山地に属し, その南の部分は御坂 。道志の山地で

ある。西部には赤石山脈が南北方向に連な り,中央には甲府盆地がある。 これをほぼ中心にし
て北西から南東部へ斜めに入ケ岳・黒富士・茅ケ岳及び富士山などの火山地域が,その両端を

占めている。 一方,河川は,笛吹川, 日川,荒川,釜無川等が甲府盆地南西隅の鰍沢町付近に

集まって富士川水系となり,更に早川を合わせてほぼ南方に流れ駿河湾に注ぐ。 又,山梨県の

東部から南東部にかけては,桂川とその支流があり,大月市から上野原付近までは, ほぼ東西

の流路をたもち,上野原から南東流の相模川となって, これが更に南方流にかわって相模湾に

注いでいる。その他,丹波川ゥ小管川が集まって多摩川の水系を形成している。

安道寺遺跡が所在する塩山市は,甲府盆地の東部地区を占め, 秩父山地に源を持つ笛吹川と



大菩薩嶺の山系に水源を持ち上粟生野付近で流れを変えた重川とが, 】ヒから南へと流れてい

る。

安道寺遺跡は,山梨県塩山市中萩原安道寺に位置し, 小倉山より張 り出した南向きの洪積世

台地の上に乗 っている。 南方には富士山,西方には甲府盆地と更にその遠方の南ア/1/プスの山

々を展望することができ, 日当 りの良い場所に立地する。 小倉山を背にした安道寺遺跡の北西

には標高約 942駒 の扇山が盆地に向かって伸び, 南束方向から標高約 983η の恩若峯が追って

いる。又,当遺跡の東方に発達した支谷は,大菩薩嶺の山系から発する重川が上小田原, 下小

田原の右岸及び上萩原が立地する左岸から発する幾つかの支谷を合せ呑み 中萩原付近に於て佐

野川,文珠川と合流してできたものである。 一方,高芝山に水源を持ち,メヒから流下してきた

竹森川が,安道寺遺跡の北にある上栗生野付近で重川と合流し, この付近一帯に氾濫原を形成

している。

周 辺 の 遺 跡

安道寺遺跡の周辺には,重川流域,竹森川流敦,笛吹川流域 の 3っの水系に遺跡分布の濃い

ことが Fig,1の地図からも判断できる。上粟生野で流れを変えて盆地に注ぐまでの重川流域で

は,竹森川と合流し流れを南方流に変えた後の重川流域と比べ組文時代の遺跡が圧倒的に多く

分布し, 神部神社遺跡e),余遺跡(5),中村遺跡(6),上原遺跡(7),殿村遺跡(8),糖屋敷遺跡(9),

北原遺跡l101,重郎原遺跡Kll,初 l田遺跡l121,請 地遺跡⑬,北害」遺跡10, 上宮沢遺跡Q6D などがあ

る。その他の遺跡としては,弥生時代の米ノ原遺跡07J,平安時代の市三宮遺跡⑭が知られてい

るが,米 ノ原遺跡は重川と言 うよりも寧ろ源次郎岳に水源を持つ佐野川流域に位置するものと

見た方が妥当であろう。これに対し,竹森川と合流後の重川流域には, 既に盆地を流れている

性格上,平安,鎌倉,南北朝,室町などの歴史時代の遺跡が目立つ。組文時代の遺跡としては

大木戸遺跡eo,影井遺跡147j,下萩原中村遺跡⑫,梅ノ木虞跡631,小山平遺跡①が存在し, 古墳

時代の,お文珠稲荷塚rsnゥ 平安時代の大木戸遺跡QO,影井遺跡0,石塔遺跡④,下西畑遺跡 1491,

更に鎌倉時代の於曽屋敷遺跡60, 浅間塚遺跡6)、 室町時代の武田信茂館跡60な どの遺跡が分布

している。

高芝山に源を持つ竹森川流域では,やは り縄文時代の遺跡が多く, 往還西遺跡④,宮久保遺

跡9yD,乙木田遺跡90がある。

一方ゥ西広門田付近で重川に合流するまでの塩川流域では, 町田遺跡 Qうに組文時代前期から

中期にかけての遺構,遺物が出土しているが, その他,声原遺跡140,西 田遺跡④,東田遺跡140

はいづれも,古墳時代から平安時代の遺跡である。

安道寺遺跡の周辺の流域で重川と並んで多くの遺跡の所在が確認されているのが, 笛吹川流

域である。 ここでの縄文時代の遺跡は,日 窪地遺跡の,棚久保遺跡90,畑屋敷遺跡Gゆ,三狗神

遺跡GOな どが知られている。
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Fig i 安道寺遺跡と周辺遺跡
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Fig 2 安道寺遣跡地形図

60m
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安道寺遺跡周辺の遺跡分布表

番号 遺 跡 名 称 所  在  地 立 地 時 代 備 考

1 金 剛 銭 遺 跡 塩出市下小日原金剛銭 傾斜地 先土器

原 ノ 京 遺 跡 ク  小田原原ノ京 傾斜地 余良 平安 鍛治遺結を伴う

|!ヽ

日 原 橋 遺 跡 ク 下小田原小田原橋 傾斜地 縄 文 縄文中期

神 部 神 社 遺 跡 ク  上萩原参宮 傾斜地 ク 縄文中期～末期
初頭

余 遺 跡 ク  上萩原余 傾斜地 // 縄文早期前期の繊維土
器が出土

中 村 遺 跡 盈。271葵「亮ダ34
傾斜地 // 縄文中期

7 上 原 遺 跡 ク  上萩原上原 傾斜地 // 縄文早期の沈線文糸
繊維土器が出土

殿 村 遺 跡 ク  上萩原殿原 傾斜地 // 縄文中期末～後期
初頭

糖 屋 敷 遺 跡 ク  上萩原糖屋敷 傾斜地 縄 文
平 安

北 原 遺 跡 ク  中萩原 傾斜地 縄 文 縄文中期

重 郎 原 遺 跡 ク  中萩原重郎原 河岸地 // 縄文中期

柳 田 遺 跡 ク  中萩原柳田 傾斜地 // 縄文中期

請 地 遺 跡 ク  中萩原字請地 河岸地 ク 縄文中期

・４

　

　

一　

・５

南 三 宮 遺 跡

引ヒ 割 遺 跡

// 中萩原南三宮

上粟生野//

平 地

傾斜地

平 安

縄 文

国分式上器を伴う

縄文早期
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番号 遺 跡 名 称 所 在 地 立 地 時 代 備  ・  考

・６

　

一

・７

　

一

・８

米 ノ 原 遺 跡

陛
階
一酔

縄文中期

弥生中期

縄文中期

萩 原 氏 の 宅 址 ク  中萩原向久保 傾斜地 平安・室町
江戸

宅址・ 土墨あり

20 安 子道 寺 遺 跡 ク  中萩原安道寺 台 地 縄 文 縄文中期

土 琢 ″  中萩原土塚 傾斜地 歴史時代の塚 (?)

東 湯 原 遺 跡 ク  平沢東腸原 傾斜地 縄 文 縄文中期

住 環 西 遺 跡 ク  上竹森住環西 傾斜地 ク 縄文中期

宮 久 保 遺 跡 ク  竹森宮久保 傾斜地 ク 縄文中期

必

　

　

一　

２６

乙 木 田 遺 跡

浅 間 塚

ク 下竹森

竹森//

傾斜地

山地上

//

室町～江戸

縄文中期

27 目 窪 地 遺 跡 ク  下柚木目窪地 畔 錐

|

縄 文 縄文中期～晩期

翔 久 保 遺 跡 ″  藤木協久保 傾斜地 // 縄文前期～中期

塚 下 遺 跡 ク  藤木塚下 平 地 平 安 国参式土器が散在する

松 尾 神 社 遺 跡 夕  小屋敷 平 地 鎌 倉 土塁を伴う
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31 1 畑 屋 敷 遺 跡 1 塩山市小屋敷畑風敷

32 1 天 神 前 遺 跡 | ク  三日市場天神前 1平
｀
地

乙 サ|1戸 前 遺 跡 | ク  三日市場乙川戸

千 手 院 前 遺 跡 | ″  上塩後千手院前

36 1 清 水 尻 遺 跡 | ク  上塩後清水尻

お ま ん 稲 荷 塚

お せ ん 稲 荷 塚

酋 長 屋 敷 遺 跡

″  下塩後213   1平 地

縄文前期～中期

ク  下塩後三丁田  1平 地 1 首 墳

芦 原  田 遺 跡
 | 
″  西広門田芦田

  1平
 地
1摯禁 
古墳

番号
1 
醤 跡 名 称 所 時 代

河岸地 縄 文

奈良 平安

縄 文

苗 墳
平 安

縄文中期

国鼻式の土器を伴う

西日遺跡,東田遺跡と
IE4接する

西広門田東田田
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番号
1  
遺 跡 名 称 所  在  地 立 地

1時
代
1備

大 木 戸 遺 跡 塩山市下於曽大木戸

521下 萩 原 中 村 遺 跡 下萩原中村

53梅 ノ 木 遺 跡

54

55

自然堤
防上

縄 文
平 安

縄文前期
五領,国分式の土師器

縄文中期
国男式の土器を伴う

国劣式上器を伴う

埋蔵文化財分布調査報告書 山梨県教県委員会 S'52

48 1 石  塔  遺  跡 | ク  赤尾石塔

51 1 浅   間   塚 | ク  下萩原深堀   1扇状地

下 西 畑 遺 跡

於  曽  屋  敷 | ク  下於曽元籟板 平 地 1鎌倉,南北
卿攀
方
堀

亀甲地菊花文鏡を伴う

縄文中期初頭

お 文 珠 稲 荷 塚

武 田 信 茂 館 跡 | ク  千野

57小 山 平 遺 跡 ク  千野新井
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調 査 の 経 過

10月 12日 :B地区,27-aoc,26-b,25-aグ リッドを掘り下げる。B-25-aグ リッドの南東にピッ
トを確認し,B-27-aグ リッドに於いて,溝状の落ち込みを確認する。一日目から出土土器片
の量が多い。

10月 13日 :B地区,20-a・ boc,22-acc,18-c,17-b,16-a・ zグ リッドを新たに掘り下げ

る。B-23-bグ リッドで,井戸尻期の半完形土器の写真撮影を行なう。昨日確認されたB-25
-bグ リッドの調査完了。

10月 15日 :B地区,15・ 16-zグ リッドの東側に一括土器を確認し,実測を行ない,13日 に調査されたB一
22-cグ リッド内の上器範囲を確認するため,B-22-bグ リッドを拡張し,実沢Jをする。B一
20-aocグ リッドに於いて落ち込みを確認し,B-19-aob・ cグ リッドを拡張し,第 1号
住と命名する。その他,B地区,23-c,18-aグ リッドを掘り下げる。

10月 16日 :B地区,1-b・ d,4-c,5-b,6-c,8-a,9-d,10-a,15-aグ リッドを掘り下げ

る。土器片が多量に出土。                              I
10月 17日 :B-19-aグ リッド内で住居址を確認,一括土器片が3ケ所で出土する。その他,B地区,19-
aob・ c,18-a,21-aocグ リッドを掘り下げ土偶,耳栓,多数の上器片を掘り出す。

10月 18日 :B地区, 18-a・ b・ c, 19-boc, 2Ⅲ…c・ d, 22-b・ c・ dクヾリッドを掘り下げ, B一
21-b・ c・ d,B-22-boc・ dグ リッドに渡って,住居址を確認し, 2号址と命名する。

10月 19日 :B-22-cグ リッド内から,上偶が出土,B-8-dグ リッドも掘り下げる。
10月 21日 :B-22,21-bグ リッド内に於いて, 2号址床面より約 6セ ンチ低い所で炉針を確認し,また,
B-16-aグ リッドでは埋甕,B-17-a・ bグ リッドは床面が確認され,これらをもって 4号
址とする。その他,B地区,12-c,15-b,16-b,2・ 3-zグ リッドを掘り下げる。B-15
-bグ リッドに於いて埋甕,B-16-bグ リッドに於いて床面を確認。

10月 22日 :昨 日,B-21,22-bグ リッドで確認された炉逸Lは 2号 l」Lの ものと確認され, 2号址の床面が,
B-21,22-dグ リッドで確認される。B-17-aグ リッドで確認された住居址の範囲を調査す
るため,B-16,17-る グリッドを掘り下げる。その他B-15-b・ c・ z,B-14-zグ リッ
ドを掘り下げる。

10月 23日 :1号址の遺物出土状態を図面に取り, 4号址の床面が,B-15,16-a・ bグ リッドで確認され
る。これに伴ってB-16,17-c・ d,B―■― dグ リッドを掘り下げ,また, 3号住の写真撮
影を行ない,図面をとる。その他,B-14-b・ c,A-3-dグ リッドを掘り下げる。

10月 24日 :5号址の遺構,遺物出土状態の図面をとる。
10月 25日 :A-2-bグ リッド内で確認された炉から床面の確認を行ない, この住居址を 2号址とする。 4

号lLでは,北側に壁,周清を確認でき,南側で炉が確認されたが,こ の炉址は, 4号住に伴なう
ものでないことが判明し,新たに8号址を設定する。

10月 26日 :7号址の壁の確認を行なうが,床が明確でないため難航する。 4号址はほぼ住居址プランが確認
でき,プランはB地区15-aob,16-a・ b・ c,17-a・ bocグ リッドにまたがり円形を
呈している。 8号址の床面は確認できず,A地区に於いて,遺物の出土状態から住居址となる可
能性のある所が確認される。

10月 27日 :7号祉のプランがほぼ完全に確認され, 8号趾では東側で壁が確認されたが,プラン確認に難航
する。 4号址は周濤が確認される。
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10月 29日 :込 号趾に於いて, 3ケ所でピットが確認されたが南側壁が不明確であり, 6号址は掘り終わり,

周溝,ピ ットも確認される。 7号址では, 7ケ所でピットが確認され, 8号址は床が明確でなく

難航する。

10月 30日 :4号址は,B-17-cグ リッドで床面が確認できず,8号班.との重複が考えられる。 6号lllは掘
り上がり,セクション図をとる。 7号址の実測,写真撮影を行なう。

10月 31日 :6号lJ_は床面精査,遺物の取り上げを行ない, 4号址では南東部を除いて壁が検出される。A地

区の遺物密集地は 9号址と命名され,遺物が密集し作業は困難である。

11月 1日 :6号址は,柱穴の確認遺構実測が行なわれ, 4号址では,セクションベノレトの取りはずしを行な

う。 9号址の遺物出土状態の実測が半分終わる。 7号址の床面に落ち込みが確認され, 6号址と

7号址に切られた10号址を検出する。 2号址上面に於いて一括土器が確認され,床面はその下に

存在すると思われる。

11月 2日 :4号址に於いて,住居址北東部に土漿を確認する。10号址を掘り下げたところ,一部床面を確認

する。 9号址の遺物出上状態の実測がほぼ完了する。 A-1-aグ リッドで確認された落ち込み
を■号址とし,プ ランを確認するため,A-1-z,B-26-zグ リッドを掘り下げる。

11月 3日 :4号址北側に住居プランを確認し,掘 り進んだところ, 4号址北壁より50cmの ところで壁が確

認され,周繕,ピ ットも検出される。 9号址は,上器片を全て取り上げ,プ ラン確認を急ぐ。11

号址のプランがB-26-z,A-1-zで 確認されたが北側部分の拡張が必要である。 10号址は
ほぼ完了する。

11月 4日 :4号址北側の住居址は14号址と命名され,こ の住居址プランは隅丸方形になると思われる。11号

址は北側拡張部でプランが確認され, 9号址では床が確認される。

11月 5日 :■号址剪ヒ側で壁が確認され,他は検出されていない。 9号址は南側部分で床面を確認する。10号

址は実測図をとる。

11月 6日 :B-12-cグ リッドの焼土を根拠として 8号址の調査を進めたが,詳細はつかめない。10号址の
遺物平面図をとり, 9号址では,A-5-dグ リッドで床面及び壁を確認する。 11号址の床面が
全部確認され,壁が東側部で確認される。

11月 7日 :■号址の壁がほとんど確認され,径 7.8m程の円形住居址となる。10号址では, 3ケ所でピット

が確認され,平面図,エ レベーション図をとる。 9号址に於いて, 7ケ所でピットが確認され
る。

11月 8日 :e号址で,遺物の写真撮影と実測を行なう。

11月 9日 :■号址で遺物の政り上げ作業が行なわれる。

11月 10日 :■号址の周溝,ピ ットの検出を急ぎ,北側で確認される。 8号址では覆土上面の遺物を取り上げ

た後,床面が確認される。

11月 12日 :B-13-dグ リッドに於いて,北狽1に落ち込みを確認した力Wl■格は不明確である。 1号址のプラ
ンを確認するためサブトレンチを 3本設定したが,プランは明らかにならなかった。11号址では

床面精査に伴ってピットの確認を行ない,15ケ所でピットを確認した。 3号址の上層図を敢る。

11月 13日 :■号址のピットを全て確認し,写真撮影を行ない, 8号址では壁が西側を除いて全て確認され,

隅丸方形の住居址であることが明らかとなる。 1号址は遺物取り上げと平行して壁を追うが,不

明確である。

11月 14日 :B地区,23-a・ d,24-b・ c,25-aoc,26-dグ リッドを掘り下げ,これと平行して 9
号址南側の拡張を行なう。

11月 15日 :■号址の平面図を取り, 1号址は覆土上面に上器が密集し,床は完全に確認できない。 9号址で

は,東側で壁が確認され, 3ケ所でピットを確認する。 8号址では出土遺物の状態Xの作成を行
なう。

11月 16日 :8号址の壁が全て確認され,一括土器を残して土器片は全て取り上げられる。
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11月 17日 :1号址は南側を残し壁を全て確認し土器出土状態の実沢Iを行なう。 7号址と11号址に切られた住
居址が7号址下より確認され,W号址とする。 8号址は一括土器を全て取り上げ,写真撮影と実
測を行なう。                         、

11月 18日 :12号址は11号址との重復部分を残して,壁が企て明らかとなる。 8号址では, 6ケ所でピットが
確認される。B地区 3-b,2-b・ cグ リッドを掘り下げ,B-2-cグ リッドに於いて落ち込
みを確認し16号址とする。

11月 19日 :B-2-bグ リッドに於いて床面を確認する。 16号址内から土城が確認され,上墳内には土器片
が重複して確認される。B-4-b・ cグ リッドを掘り下げ床面を確認する。

11月 21日 :12号址に於いてビットが10ケ所で確認され, 9号址南側に土師期の住居址が検出され,H-1号
址と命名し,床面,〕ヒ壁,東壁を確認する。 1号址に於いては,10ケ所でビットが確認され,16
号址では一括土器の写真撮影,実沢1が行なわれる。 B-4-b・ cグ リッドで確認された床面は
17号址とされ,14号址の

'ヒ

側に15号址が確認される。

11月 22日 :12号址は完掘され,写真撮影を行なう。17号址では遺物の取り上げを行ない,H号址の壁,床 ,

ビットが確認される。

11月 23日 :12号址の平面図,工 L/ベ ーション図をとり,15号址の写真撮影を行なう。 B-1-aグ リッドに
於いて土墳が確認され13号址とする。16号址の床面を確認し,H号址のカマドの実測を行ない,
17号址の北側に18号址を確認する。

11月 24回 :後かたづけ,作業終了。                         (小 林和夫)

4 遺 跡 の 概 要

(1)遺    構

掘 文 時 代

今回の調査で発見した遺構は20基の住居姓, 5基 の特殊遺構である。 18基のうち全体の形状

がつかめたのは,■ 号・ 6号 。7号・ 8号・ 9号・ 11号・ 12号 。17号であり, その他は既に一

部破壊の認められたものや,形状の確認出来ないものであった。 出土状況の記録は,住居内に
おいて小破片の位置とレベノレの計測値を加え, 土器一括廃棄の痕跡が認められる土器集中区で

は10分の 1の図面で平面図とレベ/1/の計測を行 った。時間的な制約・天候等に悩まされながら,

一応我々の目的とした全遺物の記録化の 80%程度はラ記録に残すことが出来たことと思 う。以

下に調査の概要を記す。尚,遺構内のドットの記号の意味は次のとおりである。

●=土器 ○ =土偶 ■=石斧 ▲ =石鏃 □=石器

01号』!(Fig.4・ 17・ 18, PL2)

西南斜面に位置し,住居址確認範囲の中央部に位置する (B・ 21・ a― d,～ B o19oa― d)。

。形状 :平面形は,隅丸状の台形を呈する。
O規模 :長径 5,6m× 短径 5mで ,現状の壁高は 21 cmで あるが ,1号住出土と考えられる遺
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物群はそれらより高いレベルで発見されているため,壁高のレベ′レを生活面とはし難い。 住

居の平面プランが土壌によって識別が困難な場合, 我々は土器の平面位置限とレベノレの計測

値を加えながら一枚一枚土層を象Jがす様に掘 り進めている。特に, 1号・6号 。7号・ 8号・

9号・17号はこの方法により,最終的に壁の検出に成功して,形状を確認することが出来た。

O周濤 :な し

O床面 :床面は,西南部寄 りに傾斜があるため, ロームは消え,G一 a・ bでは堅緻な床面で

あったが, a― c・ dで は黒色土とな り,軟弱な状態である。床はほぼ水平面であると云え

る。

O炉址 :炉址は住居址の中心よりやや北寄 りに設けられており,規模は長径 78cm× 短径 60cm

である。周縁には,小さな掘 りかたがあり, かつてる組みが存在したであろう痕跡をとどめ

ている。第 1層は黒色土に焼上が混入しており,第 2層は焼土である。

O柱穴 :12本認められる。

。その他 :袋状を呈するピ ツト,上面長径 75 cm× 短径 60 cmゥ 深さ 70 cm,基面長径 88cm x

短径 80 cmを計測するものが検出されている。貯蔵穴的な機能をもったものと考えられる。

O遺物出土状況 :出土量は豊富であると云える。復元可能な土器数個体, 大小土器破片 。石斧

・土製品が多量に廃棄された状議で出上した。 土器は藤内 I期から際内期末葉を呈するもの

が出土してお り,中には五領ケ台期の土器の混入も認められ,複雑な出土状況を示している。

尚,これら一括廃棄物群の中から,栗の炭化物も出上している。

02号・ 3号 l■ (Fig.20・ 21, PL5・ 6・ 7)

地床炉的様相を呈する精円形焼土範囲を 2号址, 石組みをもつ厚を中心に曽利Ⅱ式併行土器

が出土しているものを 3号址と呼称しておく。 尚,土器群については,世1土状態やレベアレの計

測値からの観察結果により2号に伴 う土器群の存在も可能と考えられるが, 今日の整理段階で

はこれらの上器を一点 。一点観る時間がなく, これらの細分結果は後日にゆずることとする。

ここでは, 2号・ 3号の概況を記しておくにとどめたい。

(2号址 )

長径約 83 Cm× 短径 51 Cmの焼土中に,頭部 。両手の先端 。両足を切断された土偶が, 俯せ

て埋設されている (Fig.20)。 土偶が配看に伴 う事例は, 県内では中谷遺跡に認められ,安道

寺 6号住居llL確認面でも蠅石と伴に小形の土偶が出上しているが, 二次焼成を受けた痕跡を残

す例は多くないものと考えられる。 A-2-zGに おいても, このように焼土内よリー点の上

偶が出土している。 2号に関しては)周辺土器の細分結果により住居もしくは土器一括廃棄に

伴 う可能性がありこれらの結果をまち論考を加えたい。

(3号』1):Fig。 21,PL6

B-22・ 23Gに位置する。 一部は 1号 llLの北部にかかる。 1号の藤内期よりは掘 り込みが浅

く, 1・ 2・ 3号のレベノレは 2号→ 35→ 1号の順でゥ 2号が一番高く計測される。
O形状 :掘 り込み面が浅く,表土を除去すると遺物が検出されラ 遺物の範囲とレベルの計測値
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を記録しながら作業を進行したが,壁確認には至らなか った。
。柱穴 :不明。

O周濤 :な し。

。炉址 :石囲炉であり,長径 55 Cm× 短径 50 Cm,第 1層は黒色土に焼上が混 り, 第 2層は焼

土である。

O床面 :堅緻な床であり,黒色土上にロームの粒子を貼 った状態が認められる。遺物の出土は

全体的に一平面上に把握することが出来, レベァレの計測価の差も少ない。 中には,上から押

し潰された状態で検出される例もある。

04号址 (Fig.5・ 22,PL8・ 9の上段 )

西南斜面に位置する。 1号住の南側 35 cm程に存在する。

。形状 :14号住にカットされるため, 4号住は B-15～ 18-aの範囲でしか語れないが,東壁

より円形を呈するであろうことが推知される。

O床面 :優 く固められており,褐色土を掘 り込でいるため明確な床面が検出された。
。周濤 :幅 12 Cm,深さ 10 Cmで ,東壁沿いに長さ約 4m認 められた。         i
O柱穴 :壁柱穴と考えられる径 10～15 cmの ピットが,東壁に沿 って 4本認められ,これらよ

リー回り大きい径 30～ 40 cmゥ 深さ 50 cmの三柱穴と考えられるものが 6本認められる。

O炉姓 :炉は東北寄 りに設けられており,径 50 cmの井戸尻期の大形土器が,胴部下半を破損

して設置されている。炉llL内は,第 1層が黒色土に木炭が混入しており,第 2層は焼土で ,

出土遺物は,同個体の一部が第一層の黒色土層より出土している。 尚,炉址付近までは14]

住の貼 り床が検出されている。

。遺物出土状況 :遺物の出土量は,14ラ址にカットされている為少ない。 床面直上の第 1次堆

積土層中には五領ケ台期の小片が認められるが, これらは住居址埋没時において混入したも

のと思われる。井戸尻期に属する埋甕炉 (Fig.5)の他は希少であり, 床面より30 cm程度

浮上した井戸尻期破片が認められる。

05号』!(Fig.23)            ヽ

B-15-bの 東南に位置しており, 4号・ 14号の南寄 りに存在し, 4・ 14号の上に乗る。 さ
らに, 5号南には19号が存在する。 これらの関係は, 5号→19号→14号→ 4号→19=の順で ,
5号のレベァレが一番高い。

O形状 :不明である。

。周蒔 :な し。

。床面 :黒色土上に存在しており,床面は軟弱で, 精査時において南側に19号住のものと考え

られる五領ケ台期の小破片を出土している。

O炉址 :小形なる囲炉で,石組みの半分は抜き頭られた痕跡が認められる。 第 1層は黒色土に

焼土が混 り,第 2層は焼土である。長径 55 cm× 短径 50 Cmで ぁる。
O規模 :不明。炉址から判断すれば,小形の住居址が想定される。
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O柱穴 :不明。

。その他 :14号 l■の床面精査後,長径約 120 Cm,深さ 76 Cm(14;址 床面下より)の貯蔵穴が

認められ,中からは曽利期の遺物が出土している。これが, 5号に伴 うものと考えられる。
。遺物出土状況 :5号住は黒色土を掘 り込んだもので, 壁の確認は出来ず,グ リットの発掘も

遺物は少なく,5～7cm浮上した面より曽利期の大形破片が出上している。

06号址 (Fig,6・ 24,PL ll・ 12)

西南創面にあり,住居址確認面の北部寄 りに位置している。 (A-3・ 4-a～ d)
。形状 :平面形は,西壁が直線を呈するが,ほぼ円形に近い形を示している。

O床面 :床面は,A― A′ においてはほぼ水平であるが,東西のエレベーションB一 B′ ,C一
Cア においては傾斜をなしている。 壁は,地形の斜面が著しいため)東壁において明確な褐

色上の壁が検出されたのに対しゥ西壁周辺の壁は不明確である。 これらの傾向は 1号 。7号

・10号・ 14号・ 17号にも認められる。床は堅緻なもので,西壁付近ではやや軟弱になる。

O周誇 :東壁周辺に幅 10 cm,深さ 8Cm,長さ 3.6mの周濤が認められる。 周濤内には,径
10～30 cm大 のピットが並ぶ。

。柱穴 :壁柱穴と考えられる径 10 cmか ら 15 cmの ピットが 12本あり, 内 5本は周濤内に存

在する。これよリー回り大きい径 30 cm大の主柱穴と考えられるものは10本認められ,内 3

本は周濤内に認めることができる。

O偏址 :住居址の中心より北東に位置し,石組みをもつものであり)そ の規模は長径 105 cm×

短径 90 Cmで ある。その南側の床面 (80× 32 Cm)は火熱による赤色化が認められる。

。規模 :長径 5,9m× 短径 5.7m。

O遺物出土状況 :曽利 I期の遺物が認められ, 重複関係にある10号址との接合関係を示してお

り,遺物廃棄後の移動について興味深い資料を提出しているものが 2例ある。 覆土中より出

土する土器群は,曽利Ⅱ式が主体でありこれら土器群は ,床に密着するものは少く,PL 12-

上段のように 5～10 cmの第 1次堆積層 (黒色腐蝕土)上面に出土するものが多い。 この中
で,完形に近い器台土器が南壁付近より木に密着しており,特異な様相を呈する。 また南壁

に沿 って径 30 cmの ピット中に, 埋甕的性格を呈する土器が, 上半部を欠損して 出土して

いる。PL llの 下段においては曽利期における一括土器の廃棄が明確に認められるが, 覆土

より出土する大小破片は,今後の分析をまたねば, 長期間による廃棄 。短期間による廃棄の

結論は下せない。

PL 10-上段の上偶が配石を伴い検出されている事例はゥ 6号埋没後 もしくは埋没過程・

埋め立て行為後,土器廃棄を担った人々の, 住居のくばみに対する意思を想定する上で重要

な資料となりうるものと考えられる。

07号』二(Fig,7・ 25, PL 28)

10号址をカットしており, 6号址の南方に位置する。西南斜面にあるため,西壁付近は東壁

ほど明確ではない。
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。形状 :平面形は円形を星する。

O規模 :長径 6.lm× 短径 5.6m。

。周濤 :な し。

。床面 :口 …ムカットではないが堅緻であり,踏み固められている。
。炉址 :住居址の中心より北東寄 りに設置されており,石組みを持つものである。 炉内発掘前

は炉石の縁石が認められず,はじめは抜き取 りかと考えられたが, 焼土中より凹石等と伴に

縁石が現われ, これら縁石は,何 らかの現象で炉の凹地に摩 り下ったものと判明した。規模

は長径 1.25m× 短径 lmで ぁる。
O柱穴 :8本あり,径 30 cmを計測する主柱穴かと考えられる。この内 1本は, 7号址の下に

存在する五領ケ台期の住居llLに伴 う地床炉まで達しており, 地床炉中央を貫通している。12

最発見の動機はゥ土壌等の関係により, 平面プランの確認→掘 り下げと云 った過程では検出

し難く,新しい遺構が古い遺構を破損してそこに何らかの現象が現われない限 り, この動機

の検出は不可能とされる。不幸中の幸いとでも云えようか,主柱穴の 1本は地床炉を貫通し,

また 7号址の精査中に焼上の存在が認められたため, 7;地下に新たに住居の存在が確認で

きた。

。遺物出土状況 :小破片が主体であり, 全ての遺物は第 1次堆積以降に埋没したものであると

考えられる。東壁付近より,土偶の足が 1個出上している。 石器類は,石鏃,打製石斧が出

土しており,炉の焼土内から凹石・磐石が出土している。 63址 と出土状況は様相を同じく

するが,遺物の量は少ない。

08号址 (Fig.8・ 27,PL 13・ 14)

グリットB-12～ 13-boc・ dにかけて存在する。 19号址の南方にあり, 85以南は16号

址まで遺物の量も少なく,遺構は検出されていない。

O形状 :平面形は円形状を呈する。

O規模 :長径 3.7m× 短径 3.4mの,小さな堅穴住居である。

。柱穴 :主柱穴と考えられる径 15 cmの ピットが,床から壁に立ち上がる箇所に斜めに設置さ

れており, 空間を最大限に生かそ うとする工夫が認められ, 8=住のような小型住居構造を

知る上で興味深い資料と云える。

。周濤 :な し。

O床面 :東壁から炉llL付近までは,褐色土を翔 り込んでおり明確堅緻であるが, 西壁付近はや

や軟弱な床面と云える。エレベーション A―A′・ B― B′・ C― C′ においては,床はほぼ

水平に認められるが)D一 D′ つまり傾斜に沿っては, 床の掘 り込みも対応しているのが認
められる。床面の一部は,炉 jlLか らの火熱と異なる大規模な火熱を受け,赤色化しているの

が認められる。

O炉址 :住居址の規模同様に小形であり,規模は長径 50 cm× 短径 40 cmを計測する。住居址

中心部の北西寄 りに設置されている。 石組みを持つが,小形な石材を用いている。第一層は
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暗褐色土に炭化物が混り,第二層は焼上で充填されていたが, 他の住居址に比較すると量的

には少ない。

O遺物出土状況 :8号住平面プランの確認前はゥ円形状の遺物集積地が検出され, 遺物の記録

を残しながら覆土を掘 り下げて,壁ゥ床面の検出につとめた。 住居jlLの 中心やや北寄 りに焼

土が認められ,床面 。炉址の上面まで達しており,床の一部は火熱を受けて赤色化している。

焼土内土器は,諸磯 C～井戸尻期の小片が出土しており, 全て小片で火熱を受け赤亀化して

いた。廉面浮上土器のほとんどは破片であるが,数個体の復元可能な土器も出土している。

また,床面に接して有孔醤付土器が出土している。

8号住内の遺物は井戸尻期が主体であり,一括廃棄の痕跡が認められる一方, 五領ケ台期

の小片の混入も少なくない。この様にはっきりした土器の混入は,自然現象によって, 住居

の埋没過程中に上褒の中に混入するケース, 付近一帯の土器が凹みにかたづけられたケース

等が考えられるが,こ こでは分析結果の最中であるため,早急な結論は控えることとする。

09号址 (Fig.9・ 28・ 29,PL 15 o 16)

住居址確認範囲の北端に位置し,A-4・ 5・ 6-a～ dに存在する。 6号住の南方約 0.6mに

位置し,西方は H-1号 住が接している。
O形状 :平面形は円形を呈する。 西壁の確認は出来なかったが,主柱穴の配列より,住居の規

模は確認できる。

。規模 :長径 7.2mを計測する。        
′

。柱穴 :壁柱穴と考えられる径約 15 Cm,深さ約 10 cm程度のピットが 7本あり, それよリー

回 り大きい主柱穴とされるものは13本認められる。

。周濤 :な し。

O炉址 :住居址の中央より北に位置している。 石組みを持つ炉址と考えられ, 1個 の縁 石 と

ほ りかたが認められる。焼土は少なく,その上に乗る黒色土は多量の木炭を含んでいる。

。木面 :西南斜面に位置するためであろう,西南付近は, 東側で認められた褐色上の固い床が

消失し,黒色土の軟弱な床となっている。床は,斜面に沿 って傾斜するのが認められる。
O遺物出土状況 :復元可能な土器は少なく,数個を数えるほどである。 本住居の特徴は,多量

の土器破片を密集出土していることである。井戸尻期が主体を占め,稀れに五領ケ台・藤内

が混入している。東壁付近からは,顔面把手,土偶.器台,土器の出土があった。

010号址 (Fig.10・ 30・ 31,PL 28-下段 )

北壁を 6号llLに ,南壁を 7号址にカットされている。

。形状 :平面形は,かつて円形を呈していたものと思われる。

C規模 :長径 6mで ある。
。柱穴 :主柱穴 3本が東壁において認められた。

第一次堆積と考えられる黒色土を除去すると,堅緻な床面が検出される。

。炉址 :6号・ 7号の建築時に破壊されたものと考える。
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。周薄 :東壁の一部に認められる。

O遺物出土状況 :遺物は全て第一次堆積上面に乗る。遺物は大形なものが多く,ま た,接合関

係が多い。 一時期による一括廃棄の典型かとされる。 6号住出土遺物とも接合の関係が認め

られ,廃棄潰物の移動を考える上で興味深い。

土偶の出土は東壁寄 りにあった。単なる水面浮上の状態で出土しており,他の人為的行為

の構造は示さない。

011号址 :A-lz～ A-2zに か1/1て認められ,東壁から南壁にかけては褐色上を狐 り下げて

お り,壁検出には時間がかからなかったが,西壁において,壁がやや不明確となる。

特に,五領ケ台期の12号jlLは , 11;の 下に存在してお り,こ の重複関係を示す個所は,壁

検出が困難であった。

O形状 :円形を呈する。                 .
。規模 :長径 7.5m× 短径 6.4mを計測する。
O周濤 :北壁から南壁にかけて幅 12 cm前後,深さ 10～15 cmで 認められ,周濤内には,支柱

穴が24本認められる。東壁部分の幅 1.3mの区間には,周濤が認められない。

O柱穴 :径 10～15 cm,深さ 10 cm程度の壁柱穴と考えられるものが 43本,これらよリー回 り

大きい 25 cm～30 cm大のものが19本認められる。

O床面 :東部付近では褐色土を掘 り下げてお り,廉面も堅緻であるが,西半分は褐色土も消え ,

床面は軟弱になる。

O炉姓 :長径 45 cm× 短径 35 cmを 計測する。 瓶組みを持つが,住居llL全体から見れば,炉址

の規模は小さいものと云えよう。第 1層は黒色土に焼上が混り, 5cmほ ど認められる。第

2層は焼土である。住居址の中央より北側に位置する。

O遺物出土状況 :木面に密着して磨滅の著しい磨器片の一群が出土してお り, それらは藤内 I

期に比定されるものである。 これらは,第 1次堆積前のものであり,床面より浮上する土器

群とは明らかに文様構成が異なる。

第 1次堆積後には,所謂一括土器廃棄の痕跡が認められ, 器台土器 。土偶・耳飾 。復元可

能土器などが数個体認められる。 これらは,住居址内の中央よりやや東寄 りに集中し,井戸

尻期が主体である。

012号址 (Fig,14・ 34,PL 21・ 22・ 23)

北西壁の一部,東壁の一部は, 7号姓・11号址によって一部破壊を受けているが,他は良好

な状態で検出された。

。形状 :主軸は,東西に伸びる楕円形を呈するものである。

。規模 :長径 6m× 短径 4.2mを計測する。
O周濤 :な し。

O柱穴 :壁柱穴と考えられる径 15 cm～20 cmの ピットが壁に沿 って 7本,径 25 cm～30 cmの

主柱穴と考えられるものは 6本認められる。12号住東壁付近では,径 15 cm～ 20 cmの ピット
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が 6本,長方形を呈するように規則的に配列されている。

。炉址 :地床炉 (45 cm× 35 cm)・ 埋姿炉の 2っを設置している。 地床炉の中央は, 7号址の

主柱穴が貫通しており,焼土は少量であった。 埋甕炉は,中央よりやや東側に設置されてお

り,焼土は多く,東壁付近の床は火熱を受けて赤色化しているのが認められる。 さらにゥ住
居址中央より北側の床面も火熱を受けてお り, 焼土精査中に,有孔鍔付土器・耳飾が出土し

ている。

。遺物出土状況 :床面密着土器 (PL 22-上段)は , 故意に破壊されたものと考えられ, 上器

の胴部は,自 然石によって押し潰されている。 PL 22-下段は復元可能土器であり, 床面よ

り浮上しているのが認められる。廃棄の痕跡を残すもので,土偶破片も,南壁に沿って出土

している。

013号址 (Fig,11)

11号址東壁付近上面に,確認されたものである。
。形状 :不明である。

O柱穴 :不明である。

。床面 :褐色土層に床面は認められ,堅緻である。
O炉姓 :45 cm× 50 cmで石組をもつ。第 1層は黒色土層,第 2層は焼上である。

014号址 (Fig.5,PL8)

B-15-e,B-18区 に位置する。壁は北側及び南TRlの一部に認められたのみである。 4号

址の西側半分をカットしてお り,北方 1,5mに は 1号姓,約 3m南 方には 8号姓が存在する。
また 5号址,19号址の一部をカットしている。

。形状 :西南斜面に存在し西壁周辺はロームカットではなく,壁面を明らかに出来ない。 また

東壁は,ほぼ同時期とされる4号址をカットしてお り, 4ラ姓の覆土を壁にする為, 壁は検

出出来ない。           子

。柱穴 :不明。

O炉姓 :埋発に石組みをもつものである。井戸尻期に属する。 4号址の炉より西方約 2.3mに

位置し,14号址の中央部に設置されたものと考えられる。第 1層は黒色土に焼土が混 り,第
2層は焼上である。

。床面 :責自色系の粘上で,貼 り仄を設けてお り, 4号址の炉址までは達していないが, その

西側 30 cm付近では明らかに貼 り床が認められる。やや堅緻な床である。

O遺物分布図 :Fig.34,PL8-下段の様に 床面より浮上した土器が多量に認められ, 大形破

片は床確認まで残すと柱状を示す。

住居廃絶後の一括土器廃棄が想定されるが, 土器出土状況からは土砂が短期間に埋没した

ものとされる。

015号l■ (Fig,12ゥ  13)

B-17,B一 ユ8区に確認されたもので,その大半は 4号址 。18=址にカットされているが ,
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残存部は褐色上をカットしているため良好な状態で, 土器の記録・プランの検出が出来た。 B

-16-zにおいては,曽利Ⅲ期の上器集積地があり,そ の付近では不明確となる。

O形状 :残存部分が少なく全体の形状は明らかには出来ない。

O柱穴 :不明。

。炉址 :不明。           _
O周濤 :な し。

O遺物出土状況 :4号址壁の精査中に口縁部と底部が,ほぼ同一レベノレで検出された。 これら

は床面に接して出土してお り,新道式に併行するものと考えられる。床面直上土器,浮上土

器はほぼ一時期にまとめる事が出来, 特に人頭大の自然肩を中心に 遺物の量が多い。 格沢

式,新道式の共伴が認められる。

046号址 (Fig.15,35,PL tt Lf斐 )

。形状 :17号址にカットされているため,全体の形状は明らかに出来ない。 B-4・ 5区に位置

し,住居址群確認範囲の東端に位置する。

O柱穴 :不明。                                  :
O周濤 :な し。

。炉址 :不明。

。遺物出土状況 :床面浮上土器が多く,出土状況は12号姓と同様なあり方を示す。覆土中にお

ける土器の小破片の埋没は多くのケースが考えられるが,分析途中であり明記をさけたい。

017号址 (Fig.15・ 16,PL 24・ 25・ 26・ 27)

、B-1-b～ B-4-cに かけて認められる。西南斜面にあり,西壁は確認出来ない。

O形状 :円形に近い形を呈する。

O柱穴 :9本。

。周濤 :北壁から南壁にかけて巾 10～15 cm,深さ 10 Cmで認められるが,東壁の一部には認

められない。

。床面 :堅緻であり褐色土を掘 り込んでいるため,未 と推積上の区別は明確であつた。

。炉址 :石組みをもつ埋甕炉と石組をもたない埋甕炉の二つが検出された。 二つとも北壁寄 り

に位置し,石組みをもつものは東/Rllに設置される。

石組みをもつ炉の内部は,第 1層が黒色土に焼土が混 り,第 2層が焼土となる。 なお埋発

のみの炉姓には,Fig.52-1が補助的に埋設されてお り,いずれも曽利 I式併行とされる。

。土猿 i Fig。 16に 示すように 17号址東壁寄 りに位置しており, 17号址に伴 うものとされる。

土媛底部には Fig.41-3が横位に埋設されており, その上に,よ 8個の把手と一個体の大形

土器片が, 覆いかぶさる様な状態で検出された。 8個の把手の内の 1個を横位の土器にふた

をするかの様に埋設し,残 りは順次不規則に埋設してあるのが認められた。 胴部破片はこれ

らをかぶせる様なかたちで認められた。 8個の把手のうち 4個は胴部と接合し, 完形土器を

故意に破壊しぅ埋設したものであることが判明した。 横位埋設土器中・底部付近には,焼土
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塊が検出されている。

土娠規模は 65× 50 cm,深 さ 70 cmの ものである。
。遺物出土状況 :埋設された土器を除き,殆んどの遺物は床面浮上の上器であり, 二括廃棄の

痕跡を残すが,復元可能なものは少ない。

018号址 (Fig.5・ 22,PL8)

B-16～ 18の aラ インに認められた。壁と一部周濤 (巾 10～15 cm,深さ 15 cm),計 3本の

壁柱穴, 4本の主柱穴と考えられるピットが認められた。

形状の大部分を 4号址にカットされており,出土遺物はないため,時期は不明であるが, 井

戸尻期 (4号址)よ り古 く,新道期 (15号址)よ り新しい時期に構築された。

019号址 (Fig,36)

B-14区に位置し,北側には 4・ 14・ 5号姓が近接する。東側には曽利Ⅲ式の土器集積地が
195址より高いレベ/1/で検出されている。
O形状 :不明である。4・ 14・ 8号姓にカットされたものと考えられ, 4号址ス面 。14号址と8

号址の覆土内には五領ケ台期の土器片の混入が著しい。

。柱穴 :黒色土上面に生活面があり,柱穴の検出は出来なかった。
。周濤 :不明。

O ttBr_:長径 80 cm・ 短径 50 cmの精円形を呈する地床炉をもつ。 焼上を取 り除くと深さ20
Cmの皿状をなす。
。床面 :黒色土層にあるが,部分的に貼 り床と考えられる個所が検出され ,堅緻な床を呈する。
。遺物出土状況 :地床炉を中心に,五領ケ台互式以降と考えられる土器群の出上があった。床

'面に密着するもの,浮上するものと複雑な出土状況である。 さらに覆土中よりはク/1/ミ の炭
化物が出土している。

020号址 (Fig,37)

B-16-z地 区に確認された曽利Ⅲ期の上器集積地であり, 一個体の完形品と完形に近い大
形土器片が出上している。遺構には伴わない一括土器廃棄である。

021号址 (Fig,19)

B-24-cに 確認された土器埋設遺構であり,周辺よりは一点の有孔鍔付土器の出土があり,
これに伴 うものとされる。

埋設土器は逆位の状態で 長径 45 cm・ 短径 30 cm・ 深さ 10 cmの皿状のピットに設置されて

いた。

出土状態からは,一見石棒の出土状況を思わせるものがある。

022号址 (Fig。 15)

B-1-bラ インに検出した土装である。 皿状を呈し, 中には五領ケ台期の胴部が埋設され
ている。土媛の形状は楕円状をしており,一個体の上器以外の出土はない。

(菱山かつよ。中山誠二・小林和夫・菊池健一)
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(2)出 土 遺 物

(イ )土 器 の 分 類

当遺跡出土遺物のうち,土器の分布が最も広 く検出されたのは五領ケ台式であり, 各グリッ

ドからは多少の差はあるがくまなく認められる。住居址もB-4区 (16号),B-14区 (19号 )
A-2区 (12号)と住居姓確認範囲内に於て,最 も広く分布している。 出土量に於ては, 藤内

期が最も多く,井戸尻,曽利がこれにつづく。 尚,平面分布, レベル計測値からの上器の分析
も検討中であるが,今回は,各住居址 もしくは土器集積地における土器を主体にまとめ以下に

その概要を記しておく。

土器の分類

第 1群土器 :Fig.60-11まボタン状凸起文を特徴とする広義の諸磯 c式に比定されるもので

ある。地文には沈線文が施されている。 8号住居覆土より出土してお り, 第 2次焼成をうけて

いる。 8号住では,井戸尻期の遺物が主体であり,何 らかの原因による混入とされる。 尚,デ A

-1,2区においても,少量ではあるが認められる。

第 2群土器 :主に12号ゥ16号,19号住居l■内の発見土器について類型を試みた。

。I類 :器形はキャリパー状を呈するもので,胴部は円筒状である。 口唇部から底部付近まで
R<と の結節組文が縦に施されている。第 1文様帯には,鋸歯状文,玉抱き三叉文が認められ

ゾァフエティに富んでいる。PL 32-2には頸部で隆線が 2～ 3条平行に巡 り,それ以下ては ,

Y字状の隆線が胴部下まで縦に降 りている。隆線部にも地文であるR<と の結節4RE文が施され

ている。 5号住でヤよNo。 1が , 125住でイよFig.67-7,15,PL 32-2ヵミある。

。Ⅱ類 :器形はキャリパー状の深鉢であり,底部付近でぅやや外に張 り出す。 口縁部から頸部

に至る文様帯には,数条の沈線が走 り,そ の中に平行して鋸歯状文が施されている。 それ以下
では,連孤文による区画がなされており,文様内部にはR<L rRE文が施されている。この文様

帯には把手の前身と考えられる円形の装飾及び蛇状にくねった貼付け懸垂文が 1対づつ(?)施

されている。これに類似するものとして,123住の No.4,5,6が あてられる。 No,4は ,日

唇部に 1条の横位沈線を施しゥその下に三角形沈刻文と運孤文により, 口縁部文様帯を構成し

ている。地文には,R<を 組文が口唇部から横に回転されている。No.5は ,地文に横ころが

しのR<と 縄文を施し,口縁部には 2条の沈線が,横位で平行に走 り,その中は,棒状工具に

よる刺突文が交互に施され鋸歯状文に似た効果を出している。,No.6はゥ回唇部に連続爪形文

が施され,その下に鋸歯状文が走 り第 1文様帯を形成する。 それ以下では,連孤文による文様

区画が認められ,器面全体にわたって横ころがしのR<と 組文が施されている。
OⅢ類 :回 縁が内彎し頸部が総れ胴部にふくらみをもつ 1群である。 12号住 No。 12は ,口唇

部に連続爪形文が施され,その下には 2条の平行沈線が横位に走る。 それ以下では,玉抱き三
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叉文と沈線によって連孤文が表現され,そ の区画内にはR<L TiRE文が,斜め方向に回転されて

いる。 PL 32-3は , 半円形と三角形を合わせることによって日縁部文様帯を構成している。

その半円形の区画内には,中間部に竹管背部による押し引きが 2本縦走し, その両側に渦巻文

と三叉文を沈線で施している。 三角形の区画文は,沈線で描かれ,そ の中には玉抱き三叉文が

みられる。頸部には,隆線による長楕円の区画帯が巡っている。 胴部では,隆線によって惰円

文と菱形のEXE画を構成する。菱形は, 2条 の沈線によって区画され,その中は,への字状沈線

が施されている。 上部楕円区画内は,口縁部文様帯にみられたものと同様なものであり,その

下方における精円区国はその内に,連孤状の沈線がみられる。尚,木土器はR<を 縄文を地文

としていることを付記しておく。

PL 32-4は , 口縁部文様帯を隆線により舟底状と三角形の区画を作 り出している。 舟底状
の区画においては,日唇部下に 2条の平行沈線が横に走 り, その下に沈線による連孤文を施し

ている。三角形の区画の中には,隆線に沿って 2条の沈線が頸部まで降 り, その中に玉抱き三

叉文を施している。頸部には,隆線によって長精円形のEXI画を施し,そ の中には無文部を残す。

胴部では,隆線により区画された中に,連孤文が認められるものや,沈線によりUの字状 及び

Tの字状に施文したものが認められる。頸部,隆線,沈線部を除いては,R<を 縄文が,縦に
回転され,さ らに磨 り消しが認められる。

OⅣ類 :2っの山形状の突起を 1単位としたものが 2対認められ波状口縁となる。 口縁部では

横ころがしのR<L組 文のみで施文されている。頸部では, 2条 の隆線が横に走ってお り胴部

文様帯とを区切る。 胴部では下方へのびる睦帯が,頸部隆線文を接する個所をY字状とする。

隆線は,胴部中段において再び開き,菱形の区画を作って下へ降 りて行く。 この区画内には ,

玉抱き三叉文が施され,菱形の張 り出し部からは数条の沈線が槙に走っている。 又,隆線に沿

って沈線が認められゥその内側には,縦 ころがしのR<と 組文が施されている (PL 32-7)。
OV類 :所謂,浅鉢状を呈する 1群をまとめた。 口縁内側に連続爪形文を他すのが特徴であ り

五領ケ台Ⅱ式に伴 うもので,関東,中部地方に広 く認められる 1群である。 中には鋸歯状文の

末期形式とも考えられるものも認められる。 連続爪形文は 3段が最も多く,稀に 4段以上を有

するものがある (12号住 No,3,19号住 Fig.72-11～ 14)。

OⅥ類 :Fig。 73-3,Fig 69-1,4,5は ,口唇部が,山形連続文,又は無文で,下部に半載竹

管による縦方向の沈線が走る。 ほとんど頸部より下方は久損しているため,それ以下の文様構

成は不明である。

OⅦ類 :主に19号住より出上している一群をまとめた。 半我竹管による渦巻文が施されるもの

である (Fig,73-13～15,18)。 中には渦巻文と鋸歯状文を伴つているものもある (Fig。 65-

13)。

O Mll類 :口縁部の長径が 10 Cm程度の小型の土器をまとめた。PL 32-5口 縁部から頸部にかけ

て内彎し,ややぷくらみを呈する。底部では張出しが認められる。16号址 Fig.69-6と 比べ器

壁が厚い。文様は簡略化されており,口縁に 2条の沈線が一周し,その下に連秋状の沈線文様が
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描かれている。PL 32-7は 国唇部は無文であり,日縁部には平行沈線が横位に走 り,その中に

は鋸歯状文が認められる。 さらに胴部下半にも同様な文様帯が認められその間は平行沈線によ
って三角形に区画され,その中にはヘラ状工具により沈線が斜めに施されている。 Fig.69-6

は口唇部に連続爪形文が施され,そ の下に横位の沈線が走っている。 器形は円筒状を呈してお

り PL 32-5と は形態は異なるものである。

第 3群土器 :

OI類 :口唇部無文帯に連続爪形文によって,尖端部が丸まって逆三角形 又は舟底状の区画文
を形造る。区画文の中には Fig.66-3に みられる様な小波状の沈線が横に走っているものと,

Fig.53-8,Fig.66-5に 認められる様な連続角押文を縦 又は斜め方向に降ろすものがある。
OⅡ類 :隆線によって横位の楕円形が区画され,そ の隆線に沿 って, 片側又は両側に連続角押

文を巡らせている。 この区画内においても I類で見られた様に小波状の沈線,又は小波状の連
続角押文が横に走るもの (Fig,63-2,Fig.53-5,Figt 68-1,3)と ,縦位 又は斜め方向に

連続角押文が降 りているもの (Fig.66-4)と の違いが認められる。 Fig。 68-12は , この2

つの異なる文様を同一個体中に備えるものである。                   |

以上,第 3群土器は,中部地方においてる沢式と呼称されているものと考えられ, これらの

上器群は中部地方において,井戸尻遺跡 (2号址),九兵衛尾根遺跡 (4号址),月 見松遺跡 ,

関東地方では, 西上遺跡 B2N地点, 清水台遺跡などに認められるものと同系列のものと思わ

れ,本県では八代町銚子塚古墳の周辺遺跡より, これらと同系統と考えられる土器が検出され

ている。

井戸尻遺跡 2号址,高根木戸遺跡72号址,茅野和田西遺跡27号址特殊遺構, 鳴神山遺跡の上

器にみられる様な抽象文の発達を示す資料は,安道寺遺跡には認められない。

第 4群土器 :

。I類 :口縁部が内彎しキャリパー状を呈する深鉢形の上器である。 口縁部の文様帯は隆線に
よる舟底状の区画文とその間に丸みをおびた三角EXI画文の組合せによる。 それら区国内には対
をなす三叉文が認められ,その中央に竹管頭部で押したと思われる円形の刺突文があり, 玉抱

き三叉文のアレジメントとして把握されるものがある。 Fig.68-17.は 胴部ではあるが, 13と 同

様に隆線を使 った三角区画文の組合わせが認められる。 隆線部に沿っては沈線文が施され,区

画文をより明確にしている。これと同類のものには Fig,68-14,15,20が ぁる。
。Ⅱ類 :I類 と同様の区画文帯を有するが, 区画内には,連続の角押文,爪形文,三角文を巡

らしているものである。Fig.68-16,Fig.63-3,4は ,ぃづれも口縁部が内彎し, 日唇部無

文帯の下に三角の区画がなされている。 Fig.61-1,Fig。 63-1は ,胴部破片ではあるが,文

様構成のかねあいからも, この範型に属するものと思われる。Fig.61-1は ,連続爪形文の下

に組文を施した隆線が,三角区画文を造 り,その内側には連続三角刺突文が巡 り, その中には
2～ 3条の小波状の沈線が,横に走っている。



これら第 3群土器は,中部方面の新道式土器に比定されるものと思われる。 この様に,口縁

部に三角文と逆三角形を交互に合わせ区画した第 1文様帯を形成する土器は, 新道遺跡 (1;

llL),九兵衛尾根遺跡 (3号址),後田原遺跡 (1号址),関東では,西上遺跡,貫井南遺跡,平

台遺跡,栗山遺跡などに認められ,広範囲にわたって分布する土器群である。 12号住に認めら

れた PL 32-3,4と に,区画文様ともに類似し, 玉抱き三叉文はここに至 っては退化してくる

が,中期初頭土器群を特徴付けるメブレク●マータレを有している。 尚,15号住においては,第 3

群と第 4群の土器は共伴関係を示していることが明確となった。 今後の資料の増加や安道寺の

整理を進行する過程で,こ の事については,検討を加えていきたいと思っている。

第 5群土器 :

OI類 :横帯区画文と楕円文によってEXE画 した文様帯の一群である。 Fig.53-12は 隆線文に

よる楕円形の横帯区画文を構成するもので,隆線に沿 って連続爪形文が付けられ, 中央には横

位の小波状沈線文が施されている。Fig.64-3は 隆線文の内側に沿 って連続爪形文が施され楕

円状を呈する。さらにその内側に沿 って沈線文が走っている。この文様帯以下ではR<L紐 文

が横にころがされゥー部に彎曲した波状沈線文が認められる。 これはおそらく抽象文の外国に

当るものと考えられるであろう。 Fig。 54-2,Fig.64-2は 日縁部無文帯の下に横列沈線文が

施された隆線文によって楕円区画文が配されゥ さらに,その内部に隆線文による楕円文が存す

る。Fig。 54-2は楕円文内に横位の沈線文が数条走 っている。Fig.64-2の 楕円区画文内には

横列沈線文の施された隆線文が渦巻状を形成している。Fig.53-14は 横列沈線文が施された隆

線文によって楕円区画文が配され,これに沿 って隆線文が巡 り, この内部は横列沈線文によっ

て満たされている。Fig。 64-4は横列沈線文の施された隆線文によって楕円区画を形成し, そ

の内側はH状に印刻されている。Fig.63-8は R<と 組文の施された隆線文と連続爪形文に

よって楕円区画文が構成され,その内部には連続爪形文が巡 っている。楕円文と精円文の間に

は連続角状刺突文によって囲まれた三叉文が施されている。Fig。 53-13,15は この一群の変形

と思われ,連続爪形文によって円形に近い楕円文が表現されている。Fig.64-1も 同様にこの

一群の変形と思われ ,口縁部文様帯に楕円区画文が施され ,連続爪形文による渦巻文が楕円文内

部を満たしている。Fig.43-3は 口縁部が彎曲し4個の把手が加飾された深鉢形土器である。

文様帯は 3区画され,第 2文様帯は無文である。 口縁部には沈線が亥」まれた隆線文によって楕

円区画文が配され,その内部を縦位の沈線文によって満たしている。 4個のうち 1個の把手は

非常に発達し,沈線を刻んだ隆線文が蛇行して蛇状になり, その末端で 2っに分かれて円を描

いている。第 3文様帯は沈線を刻んだ隆線文で)三角形区国文を構成し, これに沿って沈線が

巡 っている。その内部は数条の平行沈線文が縦走している。

OH類 :いわゆる抽象文が主体となる一群である。 Fig.53-10は渦巻状隆線が連続爪形文に

よって囲まれ,さ らにその周りを波状沈線が囲んでいる。 Fig。 53-11は R<と 組文の施され

た睦線に沿 って連続爪形文と小波状沈線文を加飾している。 この下部に小波状沈線の組み合わ



せによる抽象文が施されている。Fig.63-7は抽象文と三角形を基調とする区画文との組み合

わせによるものである。 渦巻状を呈する隆線文の周縁に連続爪形文がありその外画に小波状沈

線文が施されている。 三角区画文の内には隆線の内側にやはり連続爪形文と小波状沈線文の組

み合わせによる文様が配される。 Fig.63-10は R<七 組文を横ころがしにしたものを地文と

し,渦巻状隆線文が配されその周縁に沿 って連続爪形文 さらに小波状沈線文が施されている。

この抽象文は区画文の延長上にあると考えられる。

Fig.63-6,9は 口縁部破片である。 地文にR<と 組文を横あるいは斜めに施している。
Fig.63-6は 磨 り消し部が渦巻文を描くものとされ ,その周りを波状沈線文が加飾されている。

Fig.63-9は磨 り消した上に連続爪形文を配し,その周縁には小波状沈線文を施す。器形は口

縁が直立する偉形を呈するものとされる。

。Ⅲ類 :横帯区画文が三角文によって区切られた土器をまとめた。 Fig.60-8,Fig.63-5,

Fig,66-7カ ミある。これらは隆線文によって区画文を形成し周縁には連続爪形文が施されてい

る。三角文の頂部には 2っの並列するボタン状の突起が配されているもので, 三角文内部は無

文である。

OⅣ類 :抽象文土器の一部であり, 長楕円形の突起が胴部に認められる一群である。 Fig.53

-9はハ状の束」突文を地文として, 長楕円突起の周縁が連続爪形文と山形状の沈線文によって

加飾されている。 Fig.74-34は長楕円突起に縦列沈線文が施され,その周縁に沿って角押文

が 2重に配されているもので,地文は無文である。

以上第 5群について 4類型にまとめたが,これら土器群は藤内 I式併行の所産とされる。

第 6群土器 :

。1類 :横帯区画文が施されている一群である。Fig。 42-2は把手を一個加飾した口縁が直立

する構形に近い型態を示すものである。

口縁と底部用辺は無文帯が一周しており,その間は 2, 3の横帯区画文が施されている。 医

画内は三角文と楕円文により構成されてお り, その内部には三叉文や蛇行した隆線文等によっ

て満たされている。 Fig.54-6,8は この種の胴部破片と考えられるものであり, やはり精円

文と三角区回文により文様構成されているものであるが, 特に 6は隆線に連続爪形文が地され

ており内部文様を構成する三叉文付近では沈線文が全面に施される。 この点 Fig.42-2は連

続爪形文は認められず)手抜きの手法の痕跡を残すものと考えられる。
。Π類 :把手を中心として 4単位の文様構成が認められる一群である。Fig.42-1は 口縁がや

や内彎し,口唇部は内折する深鉢形土器である。4個の把手を加飾しゥそれを中心に 4単位に区

画され,各単位文様は把手より垂下する肉感ある隆帯によって分割され, 胴部下半まで達して

いる。日縁部は把手を除き無文帯であリー月している。 この 4区画は, 2対 の関係を示してお

り1つは,同心円文と三叉文の組み合わせによるもの, もう1つは蛇状の隆線と隆帯に沿って

沈線の走るものとで組み合わせられたものである。 この種の土器片には Fig,60-14,Fig,66
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-9がある。 Fig。 66-9は 同心円文と隆線の組み合わせによるもので隆線にはV字状の連続印

刻文が施される。

OⅢ類 :発達した把手を有する一群である。 PL 35-右 中段は発達した把手が 1個加飾されて

いる深鉢形土器である。 口居部は, くの字状に内折し胴部が ゆるくくびれ, 底部付近は所謂

算盤底を呈するものである。地文に 0段多条のR<:こ
:組
文が底部と口、縁部を除いた全面に

施されている。 把手は平坦な隆帯により円形と蛇状のものとで構成されている。これより垂下

する隆線は底部張 り出し部に達し,底部張 り出し部で横位に蛇行して伸びてゆく。 この一群に

組み入れられると思われるものは Fi□ .52 4,Fig.58-1,Fig,57 12,Fig.61-11,13,Fig.

60-16が ある。土器片は,いずれも胴部下半のものと思われ,Fig.58-1ゥ Fig.61-11,Fig.

52-4に認められる花弁状の文様が隆帯によって 加飾されている。 地文は やヽずれも0段多条

R<::こ 組文カミ施されてやヽる。

第 7群土器 :

OI類 :内彎する口縁をもち口縁部が第一文様帯を形成し,日縁部下が第二文様帯となる。 口

縁部又は頸部にかけて把手をもつ土器群である。Fig。 49-1は 1個の把手を加飾したキャリパ

ー状を呈する深鉢形土器である。 口縁は武彎し, 胴部は筒形状の器形を呈する。 把手は 口縁
に突出し, 把手から垂下している隆線文は一端頸部付近まで下が り, ゆるやかな カーブを描

きながら上昇し, しだいに弧を描きながら下が り, 頸部に横位の医線文を巡らし, 口縁部と

胴部との境を明確に分割している。隆線文はさらに垂下し,胴部中央まで下がる。胴部では ,

R<と 組文が施されている。Fig,49 8は ,日縁部を除く月同部以下には 0段多条のR<:こ
:

組文が施されており,国縁部下半から頸部にかけては, 同心円文と垂下する隆線によって突起

状の文様が加飾されている。

。Ⅱ類 :波状口縁又は把手を中心として 4区画の単位文様を有するものをまとめた。

Fig。 40-1は 口縁が彎曲し,胴部でくびれる深鉢形土器である。 ゆるやかな波状口縁を呈し

波状を頂点として 4区回される。各単位文様は,縦の連鎖状隆線文が胴部下部まで垂下し,そ

の末端には横位の隆線が一条走 り,胴部文様帯との境を造 っている。各文様区画内は,隆線文

によって三角形を基調とする文様帯が造られ,中にイど渦巻文,三叉文, 沈線文等が用いられて

いる。Fig.40-2は胴部文様帯が頸部と胴部下半に 2本の横位に走る平行の隆線文が認められ

胴部文様帯を形造 っている。 胴部文様帯が頸部隆線文より垂下する連鎖状隆線文によって区切

られ,蛇状の渦巻文,蛇状の隆線文,円形文が認め忘れる。】同部下半は 0段多条のR<:こ
:

組文が施されている。Fig。 57-13,Fig,61-12は これらの破片の一部であろう。
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。Ⅲ類 :口縁部に小波状のゆるやかな口縁を有するものをまとめた。 波状の頂都は 1本の隆線

が垂下し,把手が加飾されている。器形は口縁部がやや内彎している深鉢の土器である。 Fig.

47-2は 口唇部は無文帯であり,口縁部では沈線による幾何学文様が枯かれ, その以下では ,

隆線文により同心円文が対に描かれており, その間の三角形を基調とする文様帯内には三叉文

や渦巻文や円形が描かれている。 その垂下する隆線文の反対側には直線を主体とする沈線が施

されておリゥ区画文であることが考えられる。Fig.66-12は 垂下する隆線により区切られた文

様帯が認められ,中には三叉文 。沈線文等が認められる。

OⅣ類 :日 縁直国の深鉢形土器で全面に縄支が施されている一群をまとめた。 Fig,49-2は

口縁直国の小形深鉢土器で, 口縁部は無文になり, 隆帯状を呈する。 口縁部下では 0段多条

の磨 り消し文が認められる。Fig.52-3は ゃは

‐の上端には円形の磨 り消し文が認められ,さ ら

に胴部においても磨り消しの帯が配され施文効果をだしている。 口縁部では一条の沈線が横位

に走 り口縁部無文帯を区切っている。Fig.49-6は 口縁が直口し底部がくの字状に張 り出して

いる深鉢形土器である。 口縁部は無文でその下は円状刺突文の加飾された隆線文が横位に走っ

ている。胴部はR<L縄 文が充満し底部は無文である。
ov類 :口縁が大きく内彎し胴部がくびれ,所謂,算盤底を呈する深鉢形土器である。 口唇部

付近と底部を除いて 0段多条R<を
:こ
縄文カミ施され丹同部中央にヤよ く`ミの字状沈線が施され

た隆線文が横位に施されている。 口縁部には隆線による把手が加飾され,口緑部張 り出し部に

同心円状に隆線文が認められ, これから垂下する隆線文は胴部隆線に至る。 胴部中央では,蛇

状による隆線と沈線を組み合わせた文様がみられる。(PL 33-右 下段 )

。Ⅵ類 :Fig.49-4に認められる所謂椀形の土器である。底部には台付がある。文様は 0段多

条
丹
<Lこ
:組
文が施される。

第 8群土器 :

。I類 :一般に水煙文として知られる渦巻文把手付土器の類型に属するもので, 一個体の完形

土器と一個体分の把手 4個が同一個所から出土したもので他にはみられない。

PL 40は 17号址の上装ヽから出土したもので,底部から把手部の尖端までの高さ約 85 cmを

計る極めて大形な土器であるといえる。器壁の厚さは その重量に耐えるために 1.5cm近 くあ

り器面全体に意匠文様が認められる。頸部上方には粘 ヒ紐を曲線又は蛇行状に貼付することに

よって渦巻状把手を造 り出している。把手は 4単位で構成されており,その内部はいづれも空

洞になっている。 また,把手と把手の間の口縁は,需蹄形の無文部を残し,器面の文様構成は ,
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執拗に左右対照が意識されたものと思われる。頸部より下は隆線によりV字状の懸垂文が波さ

れ,その先端は隆線による蛇状及び渦巻文の構成による月同部小把手がみられる。地文は沈線が

くまなく縦走している。

OⅡ 類 :本類は口縁部が内彎しキャリパー状の形を呈するもので, 口縁部文様帯は無文帯で残

し,頸部以下は櫛目文を施し蛇状の粘土組を貼 り付けたものを本類にまとめた。
Fig.41-3は この特徴を最も良く表わす完形土器であるが, PL 40の上器と同一遺構内より

伴出したものである。 この土器は,頸部に一条の波状隆線文を横に巡らし,更に,胴部上半に
も二本の波状隆線文をそれに平行に巡らして;口縁部と頭部を分割している。 この下部の 2本
の隆線から2条の隆線によってV字状の懸垂文がたれ下がっている。 胴部にみられる懸垂文は
2単位で,そ の間には同様のメッチで造られた懸垂文が認められる。地文はきめ細かい沈線文

であり,胴部下半から頸部まで旋されている。Fig.53-1に 於ては,土器は Fig。 41-3と 文様

構成上からも酷似するものである。沈線は頸部に施された横位の隆線文下より始まっている。

Figi 51 2)4,Fig,58 5,Fig.70-12,13)15,17等 は器形などに若千の差異は認められ

るが,同類のモチーフにより器面を飾っている。

oⅢ類 :Fig,70-5は 横位に走る数条の沈線文によって区画された間に浮帯部がたされ,蛇状
に走っている。浮帯部には,棒状工具の頭部によって束1突文が全面に密に押されている。

第 9群土器 :

OI類 :口唇部が内側に折 り返され ,日縁部に斜状又は同心円状の重弧文を施したものである。
Fig.46-2,Fig.55-7,Fig.59-4は 竹管 又はヘラによる平行沈線を斜状 又は同心円状に施

す手法を用いている。Fig。 46-3は,粘土紐を同心円状に貼付して重弧文を表現している。
。Ⅱ類 :なだらかなくびれを有する深鉢形土器である。 口縁部には 3条からなる平行沈線によ
り,連弧文が描かれている。頸部では,ヘ ラ状工具により5～ 6条の平行沈線が一月し,胴部

以下では,縦走する沈線が全面を占める。
OⅢ 類 :Fig.62-7に みられるように,口唇部にのみ文様を加飾するものである。 Fig。 62-7

は日唇部にのみ文様を加飾するものであり,地文にR<と 組文を施し,渦巻状の隆線を貼付し
たものである。

。Ⅳ類 :口 唇部が内側に折 り返され, 回縁部に格子状を施すものである。 Fig.62-10は 口唇

部が内折し, 2条 の隆線を巡らせている。 そこから頸部に至るまでの間には平行沈線が斜めに

走り,そ の上から平行隆線を貼付することにより,格子状を造 り出している。

。V類 :本類は胴部に隆帯や,懸垂文によって文様を施し地文には, 縦位の沈線を走らせるも
の (Fig.55-6,10,12,13,Fig。 56-6,8,11,12,Fig.58-9,10,Fig.59-7)と 縄文
をころカミすもの (Fig.55-3,Fig.59-13)ヵ ミある。Fig.56-8,10,Fig,58-9,Fig.59-

5,14は隆帯によって渦巻文を形成し, その間に渦巻を強調するような放射状沈線を施すもの

である。
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第10群土器 :

oI類 :口 縁部がやや開き波状口縁をもつ深鉢で口縁部に「 S」 字状文や精円文が巡 つている

ものである。Fig.41-1は 口縁部に隆帯が貼付され)そ こに「 S」 字状と楕円形の深い沈線を

交互にいれたものである。 この楕円文の内には更に 2～ 3本の沈線を施している。胴部には 1

～ 3条の沈線を巧みに使 って蕨手状の文様を形成し, この周 りに横位の大まかな沈線を施して

いる。Fig.58-31よ 口縁部が薄手で折 り返しはみられないが)楕円の凹文を国縁部に施すもの

である。

OⅡ 類 :器形は口縁部が外反し,頸部に於いて総れ, 胴部で再びなだらかにふくらむ深鉢形土

器である。器面にはヘラ状工具による沈線を地文としている。Fig.50-6は 口縁部文様帯に
3

本の沈線が運弧状に巡 り,そ の上の口唇部付近に横位の沈線を巡らせている。頸部には
3条の

平行沈線が横位に走 り,器面全体にヘラ状工具による沈線が施されている。

Fig.50-5は 口縁部を無文で残し,頸部には 4条の沈線が巡っている。 その下の胴部にはヘ

ラ状工具による沈線が下方まで施されている。

oⅢ類 :口縁部文様帯に簡単な渦巻文のつなぎ横帯文を巡らすものである。        1

Fig,46-1が これに属する。 口縁部には,簡単な渦巻文を加飾し,こ れより上部の口縁部に

は地文のR<を 組文を施している。一方,横帯のつなぎ目部分からは懸垂文が認められ,横帯

文の中間部からは 2条の平行する隆線が降 りている。

oⅣ類 :地文に組文をもち, 3類でみられた渦巻文のつなぎ目横帯文を 3条の沈線によって表

現したもので,渦巻文を描く部分からは Fig.58-6の 様に数条の沈線が垂れ下がっているも
の

もある。

第11群土器 :

Fig.58-12,13は 伴に器壁が薄く, 口縁部に 1条の沈線を,性 らせている。 その下に施され

た沈線は Fig.58-13にみられる様に, 下方へと伸び, 縦方向の区画を形成しているものと思

ゎれる。この区画の中には Fig.58-12の様に, 波状凹線文が垂れ下が り, それを中心とし
て

「 V」 字状をなす平行沈線が施されている。

(小林広和i小林和夫,中山誠二,里村晃―)
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Fig40 土器実測図
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Fig46 土器実測図
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Fig47 上器実測図
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Fig48 土器実測図
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Fig49 土器実濃1図
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Fig51 土器実測図
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Ύ
゛

,<

攀ァ榊

o1                                           20cm

Fig71 16号址土器拓影(2)

―- 85 -―



嚢

Fig72 19号址土器拓影図 (1)

ィ ,1-‐●― ‐・― ‐年 十・

Iv I′ ギ` ′ゝ ア` ｀ド
4f

idよ卜予学II「||＼

咄都#∫

韻
"~鸞

ド
Ｆ
撃
鸞巧

為
坤ａ
「

醐
12-b 0

―-86-―



＝

Ｈ

日

蝋

円
日
川

Ｗ
Ｈ
日
孵

出

Ｈ

ＩＩ

用

覇 5み

爾 乱 ,

篤熱■11翠転■
=二
ふ

―

・ ▼ちビ
' 

‐

t菅
=竃
:ゴ
‐  9
翻静l―‖
Ш
日
Ｈ
口
日
ｍ
¨
０

一
　

　

　

１

‐抵
蜂

――
イ
Ｘ
，
」
一ｋ

「朗
翻
ｙ

Ｈ
Ｈ
用
一
　

‐４
潮

=輻

i蹴―‖

一　

　

　

　

‐ ５

・

出

用

出
＝

――

用

■
…

一

　

　

　

　

１７

Ⅵ

Ｈ

日

川

押

Fig73 19号址土器拓影図(2)

一-87-―



軸I生H
5

門

Ｈ

悧
一
う

　

３

円

Ｈ

Ｈ

用

一　

Ю

】
「オ
ｈ
触
湖
“
い

軍出Ｈ
Ｈ
川一　　
９

ヰ韓
一埼
げ
け

齢
懸

職
・ｌ
ｉ
・‐‐‐Ｊ，麒

出
日

用

出
Ｈ

脚

一　

　

‐４に
円
Ｈ
躙

一
　

　

‐３

瑚
円

日

日

用

一
　

　

７

報
18

影
円
口
旧

一　

　

６

円
用一　

‐ ２繰
円
Ｈ
Ｈ
Ｈ
川

一　
　
　
■

Ｍ
Ｈ
鵬

一
　

　

２
砒
出
日
日
用

一
　

　

２‐

36

0                                             20cm

Fig74 19号址土器拓影図(3)

-88-



(口 )土 製

発見された土偶の総数は18個で,完形品はなく皆損傷を受けている。頭部 4個 ,胴部 9個 ,

脚部 5個で,すべて中期の上偶である。 ほとんどがいわゆる有脚立鉢主偶とよばれる種類のも

ので,武蔵野台地から多摩丘陵さらに中部地方の山岳地帯へと分布する勝坂・加曽利 E式土器

(長野・ 山梨県地方の藤内・井戸尻・ 曽利式土器)に伴出する。 有脚立体土偶は,臀部がハー

ト型に背面に突き出し,両手は横にひろげるか斜め上方に上げ, 足の裏は扁平で大きく,全体

のバランスはとれていない。 当遺跡出土の土偶は,皆ほぼこれらの特徴を揃えているが,例外

として動作を表わした土偶が 1個発見されている。 その他,板状土偶 1個 とゥ円錐状土偶 1個

を出土した。また,出土状態の特殊なものとして,焼土から発見された土偶が 2個ある。 それ

ぞれ別の焼土から発見されており, 1個は住居llL内 の焼土から出土したものである。

O五領ケ台期の土偶

12号住居址覆土より出土したもので,当遺跡唯―の五領ケ台期の土偶である。 胸部に簡単な

沈線文が施されており,両手を翼のようにひろげている。頭部・脚部を欠損しているため全体

の形が判明しないのが残念であるが, 大く短い横に広げた手や手と平行に並ぶ丸い乳は,前期

の土偶との形態的な関連を思わせるものがある。

。藤内・井戸尻期の上偶

2は11]住居址覆土から出上した頭部で目は細く目尻が鋭く切れ上がり, そのまわりに沈線

が描かれている。鼻は作られておらず,両頼には刺青と解される八字型の沈線文がある。 3は

9号住居址覆土から出土したもので,後頭部と顔の上縁部に渦状の隆起文があり, 中期装飾の

特徴である蛇体装飾を抽象化した文様とも思われる。 目は小さく目尻が上がり,眉から鼻にか

けて隆帯が続いている。 8は 8号住居址内の土器廃棄とともに発見された脚部で,臀部を井戸

尻期の特徴的な文様である連続刺突文様で形どっている。

O曽利期の土偶

7は中期には珍しい特定の動作を表わす土偶で,B-19-a Grょ り出土した肩部の破片であ

る。右肩に左手の手の平と思われる 5本指の手があり, 破損してはいるが右手も前方に延びて

いることがわかる。これは,久損部に何かを抱えていたか, または後期土偶に数例見られるよ

うな腕を組んでいる土偶であったと考えられる。 尖石遺跡には,手を胸や腰にあてた中期の上

偶例もある。 いずれにしても,両腕を横にひろげた土偶とは異なり,何 らかの動作を表わして

いることは明確である。

1は 10最住居址覆土より出上した頭部で, これもまた目が鋭く切れ上がっている。 目の中に

は数本の沈線文が描かれ,日は三つ口に裂けており, あたかも獣を連想させるような顔つきで

ある。右頼に 3本,左頼に 2本 ,刺青を思わせる沈線があり, 特定の動物を擬人化した表現と

も考えられる。または,三つ口の人間に対して何か特別な霊力を託して, 土偶化したものであ

品

偶土
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ったかもしれない。 6は 65住居址覆土の遺構確認面で発見された臀部で,配石を伴 う。配石
は,人頭大のもの 1個ゥ小石 3個で,土偶を囲むように円を描いて配置されていた。土偶は小

型で,簡単な沈線文が枯かれている。13は , 3号住居址内より出土したもので, 長さ 11.5cm

の臀部から脚部にかけての破片である。粘土塊の混入した土器廃棄とともに発見された。長さ,

大さともに,原形は当遺跡で最も大きな土偶であったであろうと思われる。 大い沈線文が施さ

れている。

ここで特に注目すべき出土状腹を示しているものは,4ゥ 9の上偶である。いずれも焼土から

出上しており, 9は 2号住居址内の焼土から, 4は A-3-a Grの 焼土から発見された。 9は

曽利期の土器を伴い,長さ 11.8cmの臀部から脚部の破片で, これもまた中期後半に多い中型

の土偶である。全体に太い沈線文が枯かれている。 4は両手を横にひろげ,奇怪な表情をした

土偶で,伴出する土器はない。土偶が焼土から出上したものは,他に類例を見ない。もともと

土偶を設置して火を使用したものであるか, それとも故意に土偶を焼いたものか, どちらかで

あろう。 特に 9は住居l■L内の焼土より出土しているため,そ の住居llLが何か特殊な性格をもっ
ていたものと考えられる。 生活のために必要不可欠であり,しかもそこに神秘性を伴 ったであ

ろう火と, この土偶との関係が意味するものは, 今後土偶を考える上で重要な課題となる問題

である。土偶は,その大半が故意に破壊され,放置された状態で散在的に発見される。 そこに

土偶の特殊な性格が問題とされてきたわけであるが, この焼けた土偶は,さ らにその性格を考

えていく上で重要な意味を持つことになるであろう。

顔 面 把 手 (10,■)12)

発見された顔面把手は 3個あり, うち 1個は後頭部を欠損している。

10は 8号住居址より出土したもので,長さ 10 cm, 幅 8cmの中型の把手である。 目尻はや

や下がりぎみで,頭部が環状把手となっている。背面外側から環状把手の中心に向かって蛇体

装飾があり,顔面上縁に蛇の頭部があらわれている。 12は 9号住居址より出土したもので,長

さ 12.4cm, 幅 ユ.3cm, 厚さ 10.7cmで ,かなり大型の顔面lEL手である。 背面と顔の上縁
部に隆帯の渦巻文様があり,蛇がとぐろを巻く姿の装飾と,思われる。 両側面に環状のくり漁き

がある。■は 1号住居JLよ り出上し,後頭部を欠損しているのが惜しまれる。 長さ 6.7cmの

小型のもので, 日尻は下がっており,国が十字型に裂けている。

顔面把手は,一般に目尻の切れ上がったものが多いが,当遺跡出上の顔面把手は,12ヵミゃゃ

切れ長であるのみで全体的に愛らしい顔の表情をしている。 これは,土偶の目が皆切れ上がっ
ているのに対して対照的である。顔面把手付深鉢土器は,一般の深鉢同様,煮沸用に用いられ

ていた痕跡が認められているが,他の深鉢形土器と同様に, 日常の食品を煮沸したかどうかは

疑間である。たいていは一遺跡から―・二例の出上が知られるだけでゥ ー集落における一時期
に一点ぐらいしか必要なかったと考えられる。 当遺跡からも3個が発見されるのみであり,ま

た,顔面が内側を向くという形態からも, 非常に特殊な用途に使われたものであろうと推察さ

れ る。
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5 平安時代遺構

本住居址は発掘地区の南西端に位置し, 安道寺遺跡において発見された歴史時代の住居址は

本住居姓だけであった。

本住居址のプランは正方形を呈し, 東西 3,7m,南北 3.lm,面積 ■ .47m2で 主軸方向は

N-60°一Eで ぁる。 住居姓の掘 り込み面は黒色土層であった。壁の最高地点は 南壁側で 75

Cm,最低地点は北壁側で 48 cm,平均 61.5cmで あった。 壁面は 80°～90° の急な立ち上が り

を持ち,周濤は篭西側附近より始まって北東部隅の貯蔵穴迄, 幅 9Cm,深さ 8cmの周潜が全

周していた。

ピットは 3箇所発見され,住居址北壁中央部附近には径 20 cmの円形を呈するピットがあり

住居址北西部のピットは径 16 cmで 円形を呈していた。又南壁中央部附近には円形を呈する径

16 cmの小ピットがあった。 このピットは柱を受けたものとすると入国の地設に何らかの関連

を想定できうるかもしれない。 長径 26 cm,短径 20cmの貯蔵穴が北東部隅に確認された。な

お住居址の内外を精査した結果柱穴と思われるピット分類は存在しなかった。

床面の状態は良く踏み固められてお り堅牢であった。貼 り床は構築されていなかった。出土

遺物はカマド内より国分期の甕が 1個体出土した。

名の構造は壁面へ奥行 48 cm,間 口 100 Cmに掘 り込み, 東柚の芯には 長径 24 cm,短径 20

cmの河原石が使用されていたものと思われる。 又炊き日の支柱は, 8cm～16 cmの河原石 5

個より構成されていた。奥行への掘 り込みが短いため,こ の住居Lr_において煙道は充分に利用

されていたかどうか不明である。 (菊池健― )
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めとま

安道寺遺跡は中部山岳地帯の南東端に位置し,多摩丘陵を経て関東平野へと続いている。地

域的にみて中部山岳の文化と関東の文化の接触点にあたるといえる。

縄文文化 ,特に中期においては ,八ケ岳山麓の井戸尻遺跡群を初めとして,中部山岳において

優秀な文化が開花したことが知られる。 その八ケ岳付近より流れ出す釜無川はゥ山梨県に入 り

甲府盆地を南下し,笛吹川と合流し富士川となって駿河湾に注いでいる。安道寺遺跡の属する

笛吹川水系は,当地と関東とを隔てる関東山地に源を発し,甲府盆地を西流し富士川となる。

一方当地の東方は山地を執み山中湖より流れ出す桂川が, 多くの支流を集めながら相模川とな

り,関東平野西部を縦断し相模湾へと注いでいる。

土器型式においても信州では,格沢 。新道・藤内・井戸尻・ 曽利 とい う井戸尻編年が主体と

なるのに対し,関東では勝坂・阿玉台・加曽利 Eと 名称を異にし, 土器の文様構成にも幾分差

異が認められ,文化内容も遺跡の立地・環境の差と同様異質な面が知られる。 しかしこの両者

は山地に阻まれて別個に存在するはずはなく, 当然交流のあったことは各方面の研究で既に明

らかである。ところが両者の中間に位置し, その関連を追求するために重要な位置を占める山

梨県での調査の立ち遅れが指摘されて久しか った。

近年山梨県でも開発が進み, 桂川沿いの者【留 (奥・ 山本 1972・ 山本他 1974)o大 月 (川崎他

1973)o上 野原での調査が進み, また井戸尻遺跡群と接する釜無川水系でも資料が集積され ,

いよいよ甲府盆地東縁部の当地域が空白部としてとり残された感があった。

当地では縄文期の遺跡の調査は, 重郎原遺跡 (上野 1972),柳 田遺跡 (上川名 1970)の二例

に限られ,今回の安道寺遺跡の調査はこの空白を埋める一助となるとともに, 広く中部山岳の

縄文文化と関東の文化とを対比するための有効な資料となりうるであろう。

今回の調査は土地改良事業管水路埋設敷地内と限定された範囲であり, 遺跡の乗る台地を東

西に切るいわば遺跡のセクションベアレトに過ぎないものではあるが, 調査により得られた成果

は少なくない。

以下調査の成果を概述し,今後の課題となる点を摘出しまとめとしたい。

(1)22基 の遺構を検出し,そのうち19基の住居址を確認した。

(2)出 土遺物は縄文時代を中心とし,前期末より中期後半に及ぶ。

(3)中 期初頭 (五領ケ台期)の住居址と遺物を検出した。

(4)一 住居址内より,井戸尻編年でい うる沢式と新道式土器の共伴が認められた。

(5)各 住居llL間には多数の重複関係が認められた。

(6)住 居址内の遺物の状況を把握することに努めた。
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(7)一 住居址内の上残から4個の把手付土器と4個の把手ゥ さらに完形土器 1個体の出土
をみた。

(8)20個 近くの上偶が検出され,中には遺構を伴 う例も認められた。

(1)住  居  址

19基の住居址は調査地域の北端と南側の一部を除き,ほ ld~全域に及んでいる。 この狭い範囲
内に複雑な重複関係を示して検出されたため, その全容を明らかとする住居址は 7基 と半数以

下となる。

プランは多少の歪みはあるが円形を主体とし, 一部には隅丸方形状のプランとみなされる例

が認められる。規模は径 5～7mの範囲に収まり, 一例のみ径 4m弱 の小型の特殊なものが認
められた。周濤はプランの全周を巡るものはなく, 東側を中心に部分的に設置されるものと,

周濤の存在しないものが相半ばし,特に規則性はみられなかった。

炉llLは住居址の構成要素の中では時期的な変遷をたどることができるものであるが, 安道寺

遺跡では地床炉 。埋甕炉→石囲炉・石囲埋甕炉が追加され, 石囲炉は次第に大型化するとい う

一般の趨勢に合致している。これらの炉jlLは プランの北寄 りに位置し, 南方の出入国の存在を

予想させるものがあるが,埋発のある例や,住穴の配列が変化するもの以外は, 想像の域を出

ない。

住居姓の上部構造の復元のための最大の要素は柱穴の存在であろう。 しかし現段階では主柱

穴と支柱穴との区別の充分な基準が得られず, 主柱穴として一括して表にしたものもあり,一

住居姓にしては多すぎる例もある。

なかには明らかな柱穴どうしの切 り合いや,20本近い柱穴の存在が認められ, 他に原因を求

めなければならない。これらは炉址が複数認められたり(12号址・ 17号址),ま たその痕跡が認

められ (6号址),同一プラン内の重複すなわち増・改築の可能性を示すものであるう。さらに

単独の炉llLにあっても多数の主柱穴址を検出する例については, 同ィb円上,建直し連続使用住

居址として同様の指摘がなされ, 集落構成を考える上でも分析の必要性が認められている (宮

ツ更1971)。

今回の調査において広く集落を論ずることはとうてい出来ないが, 見通しを立てるうえでも

一応の吟味は必要となろう。

住居4Lの研究は近年資料の集積が進み,集成され形式変遷も説かれる趨勢にあり (石野 1975

・加藤1975o橋本1976)こ れらの基礎的な作業を通して住呂址の上部構造の解明への方向性を

打ち出すことが出来れば, 集落の問題に留まらずぅ土器廃棄・土偶の性格等の問題とも関連す

る成果も期待されよう。

(2)出 土遺物 (上器 )

今回の報告では整理中のものは除外したため全資料を提示出来なかった。 住居址の時期決定
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ごプラン規模 周溝
柱 原 遺物出土状況

重 複 関 係炉
床 面

廃 棄

浮上 直上

号
隅丸台形
5.6× 5m

不明

ナン

不明

翻
一　
隊

12     1  2

不  明

◎ 1括 ? 2・ 3↑

1↓・ 3↑

不 明 ナ シ 石囲 不  明 ◎ 一括 ? 1↓・ 2↓

円形 ? 東側 埋甕 ○ ○ 不 明 × 18く(・ 14)>・ 5↑

5 不 明 ナ ン 石囲 不 明 ○ ◎ 19・  4 ・ 14<

円形
6× 5.8m 東側 石囲 ナ シ ◎ 一括 ? 10<

円形
6.1× 5.6m ナ ン 石囲 ナ ン ナ シ × 10く(o12↓

円形
3.7× 3.4m ナ ン 石囲 ナ ン ○ ◎ 一括 19<

円形
径約7.2m ナ

ン 石 囲 7 ナ シ ○ ナ シ

円形 ?
径約6m ○ 1 不明 ○ 不 明 ○ ◎ 一括 6う 7>

円形
7.5× 6.4m

狽

狽
北
南 石囲 弘 ◎ 一括 7 12↓  ・ 13↑

楕円形
6× 4.2m ナ ン 6 1 7 1ナ シ ◎ ◎ 一括 7 ・ 11↑

不 明 不 明 石囲 不  明

隅丸方形 ?
6.5× 5m 不 明 石囲十埋甕 ○ 不明 ◎ 報 4<・ 5↓

不 明 不明 不 明 不 明 ○ ○ 18・  4 ・ 20,>

楕円形 ? 不 明 不明 不  明 ○ × 17>

円形
径約 7m 東半分

石囲十埋密
埋甕 ○ 不明 ○ 15<(・  4>

不明 ○ 不 明 不明 ○ 不 明 5>・ 8>

不 明 不明 地床 不  明 × 15<

集器
構
土
遺

積

ナ ン ナ ン ナ  ン

◎ 一括 。切る<
。切られる>
。埋める↓
。埋められる↑

２．

一
　

２２

◎
　
○

×

完形品。大形破片
量が多い

破片量が多い
破片量が少ない

表=1 住 居 址 一 覧 表

-97-―



にはこれら出土遺物が主となったが,分類は便宜的に丼戸尻編年に準じて 1～ 10群に区別した。
1群 (諸磯 C式 )・ 2群 (五領ケ台式)・ 3群 (る沢式)・ 4群 (新道式)・ 5群 (藤内 I式 )。

6群 (井戸尻 正式)・ 7群 (井戸尻Ⅱ式)・ 8群 (曽利 I式 )・ 9群 (曽利Ⅱ式)・ 10群 (曽利Ⅲ

式)

しかし,こ れは文様を主とした土器群の分類であって年代差をも認めたものではない。 この

点については)既に丼戸尻編年の問題点が指摘されゥ 住居址の重複関係の確実なところは,る
沢 。新道→藤内 IeⅡ→井戸尻 I・ Ⅱ→井戸尻Ⅲ→曽利とする見解 (松村 1975)に 従っておき

たい。

安道寺遺跡では後に述べるが,数多くの重複関係が認められ, それらにともなう土器も多量

に検出されていることから,今後出土状況の分析を通して明確に把握されれば, 土器形式の変

遷を知ることが可能となろ う。

また当地は中部山岳と関東の接点に近く, 両地域との型式学的対比から多くの成果が期待さ

れるが,現在のところこの点についてはまったく自紙である。全資料の整理終了をまって論じ

ることにしたい。

(3)中 期初頭の資料

第 2群 (五領ケ台式)と して分類した土器群は, 3基の住居址と1基のピットを主に出上し

たが,小破片は近接の住居址の覆土中からも検出された。

3基の住居llLの うち16号 。19号住居址は後述する様に, 他の住居址に切られ一部分を残すに

すぎない。しかし12最住居址は 2基の住居址に埋められ, 上部の住居址の精査中に偶然発見さ

れたもので全貌を知ることが出来た。

12号住居址は東西に長い楕円形で,地床炉と埋甕炉の 2基の炉をもち, 南ZIRl中央に小柱穴が

集中し出入国の施設の存在が推定される。 2基の炉姓や柱穴数から本址は増 。改築の可能性が

認められる。

県内では該期の住居址は)下向山遺跡に一基知られ本姓をひとまわり小さくした規模・内容
を示す (吉田1973)。 また近年・寺平遺跡でも一基が発見されている。

これらはいずれも楕円形のプランと地床炉や埋甕炉が認められ, 他県の該期住居姓とも共通

の特徴を有する。

16号住居址は半分を切られ,炉址は不明であるが, プランはほぼ楕円形で規模も12号址に近

いものと考えられるが,主軸の方向は異なる。

19号姓は住居jlLの密集地区に存在するため, 周囲を全部切られ地床炉と若干の遺物を検出し

たにとどまる。

ピット (22号 )は 16号址の南に隣接し中より胴部破片を検出した。

中期初頭 (五領ケ台式)に属する住居址の発見例は まだ10基を越える数といわれ (f]・ 佐々

木1976),そ の中に 3例を追加したことは一応の成果といえる。 また この時期の土器廃棄の様
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表-2 住居姓出土遺物時期別一覧表

殻 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1   群

2群 韓
■
中 占れ

3  君羊

4群

5 群 ◆

6 群 籍 0
7 群

8 群

9群

10群

0◇ 主体をなす時期
○  埋甕 (炉 )

轟群 少破片の出土する時期

相はゥ住居址外廃棄の所謂平和台パグーンが普遍化するとされるが (小林1947),12号 。16号址

で認められた土器の出土状態は,明 らかに床面より浮上し, 吹上パグ…ンを呈するとい う問題

がある。さらに12号 llLでは床面に密着する土器と浮上して検出される土器とでは文様構成が異

なり,時期的に分割される可能性もあり検討が必要である。       
′

(4)猪 沢式 (3群)と新道式 (4群)の共伴

15号址より出土した資料を主とする。 15号址は南半を18号・ 4号に切られ,出土遺物も器形

のわかるものは少なく,小破片に限られる。

近年勝坂式上器成立をめぐって, 型式学的な研究が活況を呈するが (戸田1971・ 佐藤19盈
。

佐藤 ,平山他1976),安 道寺15号 l■における 3群 `4群の共伴はこの問題を解く鍵となるも
のと

思われる。但し本址の出土状況は床面密着と浮上に分けられたが, 個々の上器片のレベ/1/等の

遺存状腹を把握し,両者の差異の有無を明確にした上で型式面も考えてみたい。

(5)住 居址の重複関係

切る。切られる,埋める。埋められるの重複関係をまったくもたない住居址は, 19基 中わず

か 1基にすぎない。この 9号址もプランの上ではまったく単独に存在するが, 隣接する 6号址

とは至近距離にあり,上屋構造も考慮に入れるならば当然重複関係を認めることが出来, 19基

すべてが重複関係を有するとい う特異な状況を呈する。 その重複も2～ 3基 とい う単純なもの

は少く,幾重にもなるものが多く,そ の意味では調査区域は安道寺遺跡の中では, 住居の立地
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に良好な条件をそなえた場所であったことが窺えるわけである。

まず地域別に北よりA・ BoC・ Dの 4ブ ロックにわけて重複関係を整理してみよう。
<Aブ ロック> 12・ ■・ 9・ 6・ 7・ 10・ 13号址
2群土器を出土した12号址が, 5群土器を出上した11号 と9群の 7ラに埋められるも 11号は

7群土器をも多量に出土しており,こ の期期にも使用されたか, 凹地として残存したことが考

えられる。また 9ラ址も7群土器の出土をみ,先述の如く6号址と近接する。 9群上器を出土
した住居址は複雑で,13号址は11号址を埋め,12号址を埋めた 7号姓は10号 llLを切 り, さらに

6号址も10号址を切 り, 6基が直接の重複関係を示し,そ のllKは次のようになる。

12号――十一~一―――→13号  |      ,
9号………………→ 6号

10ラ〈
7号

但し12号・ 9号・ 10ラ姓は 出土遺物によったが, 9群 の 63, 7号は近接しすぎるため新旧
関係が考えられる。

<Bブ ロック> 1・ 2・ 3号址
5群土器を出土した 1写址は, 9群土器を出上した 2号・ 3号址に埋められる。 2号址は 3

号址に埋められるので次の順が考えられる。

1号→ 2号→ 3牙址

BブロックはCブ ロックの住居址群とも近接するが, プラン上とぎれるため一応分割した。

<Cブ ロック> 19・ 15・ 1・ 18・ 4・ 14・ 8・ 5,(20)号址

本ブロックとならが多数の重複があり, 隣のBブ ロックをも含めると一層複雑な様相を呈す
る。

2群土器を出上した 19号址は 7群土器を出土した 8号址と9群土器を出土した 5号址に切ら

れる。 3・ 4群土器を出土した15号姓は18号姓 (出土遺物が僅少で時期不明), 6群土器を出土

した 4号llLに切られる。 4号姓は 7群土器を出土した14号に切られ, 9群土器を出土した 5号

は14号を埋める。また住居llLではないが土器集積遺構である20号姓は10群土器を出上し, 15号

址を切る。以上から次の順が考えられる。

>20=許

15牙→18号→ 4号→14号→ 5号

19号一―一―一一→ 8号

4号・ 8号姓については新旧を知る資料はない。 19号・ 8号・20号については出土土器より

位置づけた。

<Dブ ロック> 16号 ,17号 ,(22号 )
2群土器出土の16号址が, 8群土器出土の17号姓に切られ, 付近には 2群土器出上のピット

(22号址)カミ存在する。
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16号 → 17号

年代順に縦の系列を考えてきたが,次に時期別に横の広がりを考えたい。 ここで問題となる

のは直接住居址間にはその資料となるものがないことである。 出土土器に拠るところが大とな

るが,同一の上器型式に属したとしても, 住居相互間に同時存在の証明が完了したことにはな

らないとい う弱点を内包することを前提としなければならない。

<第 1期> 12号 。19号 。16号 。(22号 )llL

2群土器を出上した住居址を一括して,一時期とする。 A・ C・ Dの各ブロックよリー基ず

つ認められゥ間隔をおいて存在する。

<第 2期> 15号址

3・ 4群土器を出土した15号址のみである。 第 1期の19;址 との間には,直接・間接ともに重

複関係はないが,距離的にみて新旧関係を想定することが妥当と考える。

<第 3期> 11号 。1号・ 18号址

5群土器を出土する 1号・ 11号址と, 第 2期の15号を切 り次の第 4期の 4号に切られる18号

を一応 3期に合めた。

<第 4期> 9号 。11号 ら14号・ 4号・ 8号 。(21号 )址

6群土器を出土した 4号址, 7群土器を出上した 9号・ 11号 。14号・ 8号, さらに土器埋設

遺構の21号址をまとめて第 4期 としたが, 4号・14うの切 り合いがあり, さらに細分の必要が

あるかもしれない。 11号は第 3期に構築されたが, 4期 まで土器を埋納する機能をはたしたこ

とになる。

<第 5期> 17号址

8群土器を出土した17号址 1基のみ調査区域内から検出された。 重複関係による時期の設定

ではなく,土器型式から第 5期を設けた。

<第 6期> 6号 ・10号・ 7;・ 13号・ 2号・ 3号・ 5号址

9群土器を出土した住居址を一括したものであるが, 第 4期 と同様に同時期内の重複が認め

られる。第 4期の場合 6・ 7群を一括したため分離の必要もあるが, 第 6期の場合は一型式と

した土器群であり,さ らにその重複は複雑である。

すなわち10号址をともに切る 6号址と7号址においても位置関係から新旧関係を認める必要

がある。 6号 。7;姓が構築された時 ,くにおいては10号址は完全に埋没する必要があり, 特に

6号llLは南側に入国が想定され, 7号 l■ より後に構築されたとすれば, 7号址の凹地も平坦と

はいかないまでも,かなりの埋没が終了する必要がある。 逆に 7号 l■は出入日の位置は定かで

はないが,北側の入口を想定するのは困難であり, 6号 Br_が先行し廃絶後凹地を呈したとして

も影響は少ないと考えられ,10号→ 6号→ 7号の順が想定される。 また13号址は炉址のレベノレ

が最も高く,他の住居址の確認面が床面となり, 7号 4r_よ りもさらに新しい可能性がある。

<第 7期> 20号

住居姓は認められないが20号の土器集積遺構が認められ ,住居址は調査 EXE域外に想定される。
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以上 7期に区分したが問題となるのは第 6期の重複関係であろう。 この時期は所謂曽利Ⅱ式

土器を出上した住居址群より構成され,編年研究に寄与するところは大きいが, 同一土器型式

を単位とする集落構成論に投ずる波紋も大きいものがあろうっ

(6)遺 物の出土状況 (土器廃棄問題に関連して)          ｀

全住居址について記述する余答はないので, ここでは出土遺物の多い住居址を選び出土状態

を検討しておきたい。

1 511L i土 器はプラン南半に集中して床面より浮上する。 完形品や大形破片は一括廃棄の様

相を帯びる。土器は底部を西に,口縁部を東に向け, 投棄方向を示唆する。 6群土器が主体を

なすが,中には 5群に属する完形品も少数含まれる。一括廃棄であれば両者が同時に使用を停

止したことになる。

6号llL iプ ラン全域より遺物が出土し, 南壁沿いに器台土器が床面に密着する例を除けばゥ

土器は床面より浮上して検出されるが,それらのレベ/t/差は大きく一平面をなさない。炉の周

辺に大形破片が認められ,そ の方向は不規則である。北壁沿いには配石に伴 う土偶が見られ ,

炉の東側では胴部のみの土器が直立して木面より浮上し,複雑な様相を呈する。

8号址 :径 4m弱の小形の住居14Lで ,床面上に完形の有孔鍔付土器がみられ, 床面浮上土器

は小破片が多いが,大形破片は南北方向に認められる。 この住居址は上部全面に及ぶ焼土がみ

られ,浮上した土器は焼土中より出土した。

9号址 :北西より南東にかけてベノレト状に小破片が多量に集中し床面より浮上する。東壁沿

いには,土偶・器台・顔面把手が認められ,特異な場を形成する。

10号址 :6址号と7号姓に切られプランの中央部が残るにすぎないが, 2～ 3個体の大形破

片が床面より浮上してお リー括廃棄と考えられるがぅ 6号址の出入口にあた り, 一型式内に埋

没が完了したものと考えられる。

■号址 :床面に密着して 5群土器が,浮上して 6・ 7群土器が多量に認められ, 浮上土器は

一括廃棄の様相を呈する。

12号址 :床面に密着する土器は上から押し濃された様な状況を呈し, 床面浮上土器とともに

完形品や大形破片が認められる。

20号llL:住層址外の一括廃棄で小形の完形品 1個体,大形破片は表面を上にして密集する。

この様な住居jlL内 の遺物の遺存状態については,吹上パターンの提唱 (小林 1965)以来10年

余の歳月を過ぎた今日,確かに廃棄に関する認識は深まったが, 縄文時代の社会構造にまで及

んだこの試論も,一括廃棄の基準が明確とならず, さらに住居t4L内遺物の帰属 。時期決定等混

沌とした状態が続いてきた。

今回の調査にあたっては, 理論的な前提もなく単に遺物のドット・ レベ リングにとどまった

ため,吹上パターンの正否までは論究し得ないが, まず提唱者によって再整理された各パター

ン (小林 1974)と の対比をしてみたい。
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1号址はパメーンA(吹上パターン)と してよいであろう。 6号lr_は一見パターンAと パグ
…ンB(井戸尻パターン)の両者が認められるが, パターンAに属するものの中には直立する
ものや配石にともなう土偶がみられ,単純な一括廃棄とはならない。 8号姓はパグーンA・ B

ともに認められるが,本址の場合パターンAに焼土が伴なう例で, その焼土は単なる火災では

なく住居llL廃絶後の意図的な行為として注意されたもの (桐原 1976b)に 類似する。 9号姓は

パターンCl,10号址はパ′…ンA,■号址はパメーンA・ Bの両者であるが,そ の間には時期
差が認められ,同一型式内に一括廃棄がおこなわれたものではない。 20号址はパターンD(平
和台パタ…ン)と なる。

以上の上器廃棄に関する近年の研究には二つの方向性が示されている。一つは亀ケ岡パメー

ンの提唱 (鈴木 1977)に 見られる土器廃棄論を継承し,土器廃棄行動の背景となるものを追求

するものでゥ他の一つは土器の出土状態を注視し床面浮上現象の解明 (桐原 1976a)に 重点を

おくものであろう。

前者は各遺跡の状況把握に基づくパメーンの摘出であり)一住居 。一遺跡内でも完結する問

題である。しかし後者はより多くの資料によって検討が加えられる必要性を有する。今回の報

告においては特に後者に関連し, 出土状態をいかに資料化して提示するかとい う問題があった

が,現段階では結論が出ず, 一般的なスクリーン・ トンを設定しレベ/L/を投影する方法にとど

めた。

二次元の平面内に三次元の空間的広が りを記録することは困難なことである。いかに文章等

によって補足したとしても,それには経験論として資料の活用の限界が つきまとうものであ

る。ましてその上に立 って四次元に属する時間の流れの中に身を置く土器廃棄現象を認識する

ことは一層困難といわねばならない。吹上パ′―ンを普遍的現象とする理解 (小林 1974)と 特

殊な例とする (桐原 1976a)ま ったく相異なる結論が導き出された原因は,現在までの報告が

三次元への把握を困難とした点に他ならないものであり, 我々の課題としなければならない点

である。

(7)把 手付土器等を出上した土装

17ラ址内の上装に埋設されたもので, まず完形土器内に焼土塊を生ずる行為がなされた後に

土装内に埋設され ,1個の把手でふたをし, さらに 3個の把手を土器の周囲に入れ ,4個の把手

付の大形完形土器を破壊し,把手を埋めた後, これらを覆 う様に胴部破片を納め完了する一連
の行動が認められるが, この行動がいかなる原因に拠るものであったかはゥ 横位埋設土器内の
収納品が現存しない今となっては想像の域を出るものではない。

11号址内の貯蔵穴の底部からは,底部のみ久損する獣面把手付土器が出上したが, 17=jlLの

場合土器を埋設するために用意された土接であり,性格を異にするものである。
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(8)土 偶 及 び上 器

現段階で確認される土偶は18個を教え,時期は第 1期 , 3期 , 4期 , 6期 に認められる。こ

れらはいずれも欠損品であり, 中部山岳から関東各地にみられる中期土偶の諸特徴を備えてい

る一般的なものである。

出土状況は18例中住居姓内出土は12例を数える。 これは今回発見された住居址19基中 9基に

認められたことになるが,重複により不完全な住居址の多いことを考慮すればゥ その割合はさ

らに高まると予想される。

時期的には 2～ 4期までは住居址内の発見に限られるのに対し, 5～ 7期では住居址内 6に

対し,住居址タト5と ほぼ対等となる。 しかし 6期では 8基の住居址中 6基に土偶が認められ ,

残 りの 2基は表上に近く遺物量が少ないことから, これらにも土偶の存在の可能性もあり,住

居址に土偶のともなう比率は以前にもまして高くなり, 住居タト出上の上偶も付加され,土偶の

盛行が窺われる。

住居jlL内 より発見された土偶は床面上や周濤内からは発見されず, すべて床面より浮上して

発見され,土器廃棄に伴なう例も多い。 6号 jjLでは廃棄された土器群中に配石を伴 うもので ,

単に土器と同様に一括廃棄でない例も認められた。 また 2号姓では焼土の堆積した皿状のピッ

ト内より打製石斧 。大形土器片を伴 う例がある。 さらに住居址外でも皿状のピット内に認めら

れたものもあり,土偶の性格・使用を知る資料となろう。

○

縄文土器の研究は文様帯系統諭に基づく先学の業績によって敷かれた軌道上を加速度的な前

進をとげてきた。「型式は究極まで細分されなければならない」 とする指摘はその方向性を示

したものであった。

今日,文様帯系統論は汎日本的な広が りをみせ, その変遷は時間的な流れを示唆する成果を

も得ることとなり,縄文時代研究の主流を占めるに至 っている。 しかし世界に冠たる縄文土器

編年も今回の調奎で検出された住居趾を分析する上では,有効なものとはなりえなかった。 た

とえば一住居址内の遺物においても出土状況は複雑で、その帰属を決し得ない場合も少なくな

い。文様帯系統論の分析が客観的に展開されても, その資料の把握には主観が生ずることはさ

けられない現状にある。

次々とおこなわれる発堀調査は資料を膨大なものとし, 文様帯系統論の前途に無限の可能性

を開いてくれている感があるが,その前に解決しなければならない問題も多く, 基礎資料とし

て充分職えうるものは意外に少ないのではないだろうか。 それが今 日勝坂式・加曽利 E式の細

分を定着させない要因でもあろう。

今回の資料を上述の理解の基礎となるものに高めることが,我々にとって急務であるう。

○

以上安道寺遺跡の中間報告をおこなってきたが,整理途上であること, 我々の力量不足から
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不充分な点も少なくない。諸賢の叱正は甘んじて受けるつもりである。 しかし調査が終了し,
また本報告を公表したとしても,整理・研究は決して完了するものではない。その意味で今回

の報告は我々にとって出発点にすぎないものなのである。    (小 林広和・里村晃―)
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6号住居址
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11号住居 l■O出土状況

11号住居址土践 内の出土状況
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11号住居出土状況
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PL.22

12号住居址の出土状況
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12号住居址理甕炉

12号住居址地床炉
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16号住居址0と 17号住居址0

16号住居址0と 17号住居址口
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17号住居址埋甕炉



PL.26

一す
　
っ

17号住居 l■土拡内の出土状況 (1)
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17号住居址土拡の出土状況 (2)
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7号住居址

10号住居 l■o出土状況
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20号址



PL.3o

A3区の焼土内土偶出土状況

A3区土器出土状況
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H-1号 住居址



PL.32

③



PL.33

111予

11号
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11号上、土拡内出土遺物
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17号出土遺物
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6号住居址、出土遺物



PL。 39

20号 出土 20号 出土

8号 出土
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PL.40

17号位・出拡内出土遺物



昭和53年 3月 30日 巨日用」
昭和53年 3月 31日 発 行

安 道 寺 遺 跡 調 査 報 告 書

編 集 小 林 広 和 。里 村 晃 一

山 梨 県 教 育 委 員 会

温故 堂 印刷 株 式 会 社

所

所

行

刷

発

印




